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日
本
の
食
糧
は
世
界
的
に

注
目
さ
れ
て
い
る
。
広
い
広

い
海
、
豊
富
な
魚
た
ち
、
日

本
だ
け
が
収
穫
で
き
る
畑
で

は
な
か
っ
た
。
日
本
の
食
糧

自
給
率
は
四
十
％
以
下
。
収

穫
を
格
段
に
増
や
せ
る
栽
培

方
法
も
開
発
中
と
か
▼
パ
ソ

ナ
の
南
部
氏
（
客
員
教
授
、

工
学
部
卒
業
生
）
の
講
演
が

あ
り
、
都
心
の
ビ
ル
の
地
下

で
農
業
を
し
、
都
会
で
は
発

揮
す
る
場
所
の
な
い
持
て
余

し
て
い
る
力
を
農
業
へ
向
け

た
い
と
の
こ
と
。
一
石
何
鳥

か
の
効
果
が
あ
り
そ
う
だ
▼

地
球
は
新
し
い
事
態
に
直
面

し
て
い
る
。
前
向
き
に
進
む

方
法
が
き
っ
と
あ
る
は
ず
。

過
去
の
知
識
の
中
に
無
い
何

か
が
必
要
で
あ
る
。
新
し
い

こ
と
を
創
造
す
る
力
は
大
切

で
あ
る
▼
方
位
磁
石
を
も
ら

っ
た
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

が
、
子
供
の
頃
「
針
は
な
ぜ

北
を
向
く
の
、
な
ん
で
、
な

ん
で
」
と
ま
わ
り
の
人
に
聞

き
ま
く
っ
た
と
の
こ
と
。
大

人
た
ち
は
「
針
は
北
を
向
く

も
の
だ
」
と
の
知
識
で
納
得

し
て
い
た
。
最
近
、
理
解
し

て
い
る
こ
と
と
、
知
っ
て
い

る
こ
と
の
区
別
が
あ
や
し
い

若
者
に
よ
く
出
会
う
▼
若
い

と
き
に
覚
え
た
こ
と
は
忘
れ

な
い
の
で
、
語
学
も
今
の
う

ち
に
修
得
し
て
お
く
べ
き
で

あ
る
。
今
の
時
間
は
、
将
来

の
何
十
倍
も
の
時
間
に
匹
敵

す
る
。
学
生
時
代
ほ
ど
自
由

な
時
間
を
持
て
る
時
期
は
も

う
無
い
。
時
々
「
一
石
の
な

ん
で
」
を
思
い
出
し
て
ほ
し

い
。

（
飯
田

幸
雄
）

�
面
…
大
学
人
事

�
面
…
新
任
教
員
紹
介

�
面
…
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

�
面
…
特
集
「
関
大
生
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」

４
・
５
面

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
一
問
一
答

新
入
生
の
み
な
さ
ん
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
学
生
生
活
が
送
れ
る
よ

う
履
修
、
奨
学
金
、
就
職
、
留
学
、
健
康
管
理
、
資
格
取
得
な
ど

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
に
答
え
る
。

７
面

新
入
生
歓
迎
特
別
行
事

４
月
は
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
期
間
を
設
け
、
さ
ま
ざ

ま
な
歓
迎
行
事
が
開
催
さ
れ
る
。
各
学
部
が
、
新
入
生
の
た
め
に

準
備
し
た
催
し
を
紹
介
す
る
の
で
、
積
極
的
に
参
加
し
て
ほ
し

い
。

２
面

理
工
系
３
学
部
開
設
・
工
学
部

創
立
５０
周
年
記
念
式
典
を
開
催

関
西
大
学
工
学
部
は
、
昨
年
度
、
新
た
に
理
工
系
３
学
部
に
再

編
さ
れ
、
大
き
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
３
学
部
開
設
と
工
学
部
創

立
５０
周
年
を
記
念
し
、
記
念
式
典
を
開
催
す
る
。

西暦２００８年（平成２０年）４月１日、関西大学の
一員になられた新入生のみなさん、ご入学おめで
とうございます。
２９，０００人を数える学部・大学院生、２，５００人の教
職員、さらに約３１万人の校友を代表して、私は今
日から私たちの仲間になった新入生のみなさん
を、心から歓迎いたします。
みなさんは、受験というある意味で冬の季節を
終えて、桜の花の咲き誇る今日のこの日、１２２年の
歴史と伝統をもつこの関西大学に、大いなる期待
と感動をもって、入ってこられました。ぜひ今日
のこの気持ち、初心を忘れることなく、４年間の
大学生活を送ってくださることを、希望いたしま
す。
唐の詩人の李白（７０１～７６２年）は、こうした気
持ちを、次のように詠（うた）っています。

寒雪梅中に尽き、春風柳上に帰る。
（寒雪梅中尽、春風柳上帰）

すなわち、春夏秋冬という一年四季の時間のサ
イクルが一巡し、冷たい冬の雪が梅の花のなかに
消え去りいくと、暖かな春風が柳の木のうえに吹
き、希望に溢れる新たな芽生えの季節が回帰して
きた──というのです。
新入生のみなさんは「グローバル化と格差と改
革」という、三つの言葉に象徴される２１世紀初頭
に、この大学に入学されました。関西大学は、グ
ローバル化が進展するなかで優れた教育、研究、
社会貢献を実現するという大学の三つの使命を果
たすため、改革をおこなっています。昨年度は、
四つの学部が改組・新設されて、十学部体制にな

りました。
本年４月からは、新入生諸君の「学びを充実す
る」ために、二つの大きな改革を行います。第一
の改革は、従来の教養科目・保健体育科目など
を、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｋの四つの科目群からなる「全
学共通科目」に、一新いたします。
Ａ群は「高校生」から「社会人」への成長をう
ながす「自己形成科目群」。Ｂ群は、しっかり勉強
をしてなりたい自分に向けて能力を磨き自らを高
めていく「エンパワメント科目群」。Ｃ群は、学部
の枠を越えて他分野のことを幅広く学ぶ「オープ
ンスタディ科目群」。さらにＫ群は、関西大学の学
生としての自覚を身につけ関大にアイデンティテ
ィをもつための「関大科目群」──この四つの科
目群への改革であります。
第二の改革は、学生諸君の成績をこれまで以上
に厳密に評価するため、５段階の成績評価を行う
GPA制度を導入いたします（カリキュラム改革中
の法学部は次年度以降導入予定）。
これらの二つの改革は、�関西大学の教育の質
を向上させるため、�学生諸君に教育によって付
加価値をつけるために、実施するものです。
新入生のみなさんは、ぜひ今日から「親離れ」
をして、一人の精神的に自立した人として、大学
生活を送ってください。関西大学における４年間
の大学生活のなかで迷い、失敗をしながら、それ
を克服しつつ一歩一歩、人間的に成長していって
欲しい、とおもいます。
ドイツの哲人、ゲーテ（１７４９～１８３２年）は、のべ
ています。「日々は迷いと失敗の連続だが、時間を
積み重ねることが、成果と成功をもたらす」と。

特
集
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関
西
大
学
工
学
部
は
、
昭
和
三
十
三
年

の
創
立
以
来
、
学
界
・
官
界
・
産
業
界
に

幾
多
の
有
為
な
人
材
を
輩
出
し
て
き
た

が
、
五
十
周
年
を
前
に
昨
年
度
、
二
十
一

世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
理
工
学
の
教
育
と
研

究
体
制
を
整
え
る
た
め
、
新
た
に
理
工
系

三
学
部
（
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
・
環
境
都

市
工
学
部
・
化
学
生
命
工
学
部
）に
再
編

し
、
大
き
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

こ
の
た
び
、
関
西
大
学
に
理
工
系
三
学

部
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
、
工
学
部
が
創
立

五
十
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
、
千

里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
記
念
式
典
を
開
催
す

る
。

法
学
部

法
学
部
で
は
、
従
来
の
法
律

学
科
と
政
治
学
科
と
を
法
学
政

治
学
科
に
統
合
し
、
こ
れ
に
対

応
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
再

編
し
た
。
各
種
演
習
科
目
の
新

設
に
よ
る
少
人
数
教
育
の
充

実
、
法
学
・
政
治
学
の
諸
分
野

を
横
断
す
る
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー

型
履
修（「
ユ
ニ
ッ
ト
履
修
」）
制

度
の
導
入
、
多
岐
に
わ
た
る
学

生
の
進
路
志
望
に
応
じ
た
履
修

モ
デ
ル
の
提
示
を
三
つ
の
柱
と

す
る
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
法

学
・
政
治
学
全
体
を
カ
バ
ー
す

る
基
礎
知
識
と
複
眼
的
な
思
考

能
力
の
養
成
を
目
的
と
す
る
。

商
学
部

商
学
部
で
は
、
従
来
五
コ
ー

ス
制
で
あ
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
全
面
的
に
変
革
し
、
流
通
専

修
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
専
修
、
国

際
ビ
ジ
ネ
ス
専
修
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
専
修
、
会
計
専
修
の
五
専

修
制
へ
と
移
行
し
た
。
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
一
、
二
年
次

に
お
い
て
商
学
の
基
礎
を
学
習

す
る
。
上
位
年
次
に
お
い
て

は
、
少
人
数
制
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

を
核
と
し
た
専
門
的
な
学
習
に

特
化
し
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に

直
結
し
た
実
践
的
な
科
目
群
を

用
意
し
て
い
る
。

大
学
院

心
理
学
研
究
科
を
新
設

文
学
部
の
心
理
学
と
社
会
学

部
の
心
理
学
を
大
学
院
レ
ベ
ル

で
統
合
し
た
、
新
た
な
独
立
研

究
科
で
あ
る
心
理
学
研
究
科
を

開
設
し
た
。
同
研
究
科
は
、
博

士
課
程
前
期
課
程
の
認
知
・
発

達
心
理
学
お
よ
び
社
会
心
理
学

の
二
専
攻
並
び
に
博
士
課
程
後

期
課
程
の
心
理
学
専
攻
か
ら
構

成
さ
れ
、
心
理
学
に
お
け
る
ほ

と
ん
ど
の
領
域
を
研
究
分
野
と

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
臨
床
心

理
に
関
す
る
高
度
専
門
職
業
人

養
成
の
た
め
の
新
た
な
専
攻
の

設
置
を
構
想
し
て
い
る
。

大
学
院
社
会
学
研
究
科

産
業
社
会
学
専
攻
が

名
称
変
更

社
会
学
研
究
科
産
業
社
会
学

専
攻
を
社
会
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ

ン
専
攻
に
名
称
変
更
し
た
。
研

究
対
象
の
産
業
社
会
―
企
業
、

組
織
、
労
働
、
技
術
な
ど
を
含

む
―
が
大
き
く
変
貌
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
問
の
研
究
方
法
も
大

き
く
進
歩
し
た
。
こ
う
し
た
学

問
対
象
お
よ
び
学
問
方
法
の
進

展
に
応
じ
て
、
現
在
の
フ
ァ
カ

ル
テ
ィ
メ
ン
バ
ー
の
実
態
に
よ

り
ふ
さ
わ
し
く
、
新
し
い
社
会

科
学
の
方
法
を
確
立
す
る
こ
と

を
目
標
に
、
社
会
シ
ス
テ
ム
デ

ザ
イ
ン
専
攻
と
し
て
新
た
に
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

人権問題研究室長

石元 清英

人
権
問
題
研
究
で
の
石
元
清
英
社
会
学
部
教
授
の
出

発
点
は
部
落
問
題
で
あ
り
、
農
村
被
差
別
部
落
の
実
証

的
研
究
で
博
士
の
学
位
を
得
た
。
例
え
ば
農
地
改
革
期

の
部
落
に
つ
い
て
の
通
説
的
誤
解
を
た
だ
す
等
の
業
績

を
あ
げ
た
。そ
の
後
女
性
差
別
問
題
に
も
深
く
関
わ
り
、

同
性
愛
者
の
人
権
に
つ
い
て
も
識
見
が
あ
り
、
人
権
問
題
研
究
室

で
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
係
の
中
心
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
本
学
セ

ク
ハ
ラ
防
止
委
員
会
の
創
設
期
か
ら
委
員
長
を
つ
と
め
た
。
多
様

な
学
生
の
相
談
経
験
も
豊
か
で
あ
る
。
人
権
問
題
研
究
室
の
ま
と

め
役
は
一
つ
の
差
別
問
題
に
精
通
す
る
だ
け
で
は
困
難
な
こ
と
も

あ
る
の
で
、
次
期
室
長
と
し
て
好
適
の
人
で
あ
る
。
日
本
映
画
や

歌
舞
伎
に
も
く
わ
し
い
こ
と
は
、
そ
の
幅
広
い
教
養
の
一
端
で
あ

る
。
人
権
問
題
研
究
室
の
新
段
階
を
拓
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（１）日時 ５月１７日（土）１３：３０から
（２）場所 関西大学千里山キャンパス

第２学舎４号館BIGホール１００
（３）内容
�第１部� 記念式典
１３：３０ 開会の辞 土戸 哲明 化学生命工学部長

挨 拶 森本靖一郎 理事長
河田 悌一 学長

�第２部� 祝賀特別企画
１４：３０ 記念講演 「２１世紀を担うモノづくり」

大坪 文雄氏（松下電器産業株式会社代表取締役社長
・客員教授・校友）

１５：３５ パネルディスカッション「２１世紀の日本を担う人材
～技術立国を支える人材育成～」

コーディネーター
楠見 晴重 環境都市工学部長

パネリスト
大坪 文雄氏（松下電器産業株式会社代表取締役社長・客員
教授・校友）
和坂 貞雄氏（新エネルギー・産業技術総合開発機構理事）
越智 光一 副学長・化学生命工学部教授
鈴木 直 システム理工学部教授
白石 真澄 政策創造学部教授
網 健行さん（大学院博士課程後期課程学生）
土屋 博美さん（大学院博士課程前期課程学生）
小泉 昌広さん（学部学生）

閉会の辞 小澤 守 システム理工学部長

新
し
く
大
学
の
役
職
者
が
決

ま
り
、
四
月
一
日
付
で
次
の
と

お
り
発
令
さ
れ
た
。

学
生
セ
ン
タ
ー
所
長

商
学
部
教
授

笹
倉

淳
史

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
所
長

社
会
学
部
教
授

東
村

高
良

（
再
任
）

人
権
問
題
研
究
室
長

社
会
学
部
教
授

石
元

清
英

▼
政
策
創
造
学
部

副
学
部
長

教
授

奥

和
義

◇

四
月
一
日
付
で
次
の
と
お
り

昇
任
の
発
令
が
あ
っ
た
。

▼
法
学
部

准
教
授

永
田

憲
史

▼
文
学
部

教

授

ロ
ー
ベ
ル
ト
・
Ｆ
・

ヴ
ィ
ッ
ト
カ
ン
プ

〃

増
田

周
子

〃

三
村

尚
彦

准
教
授

笹
川

慶
子

〃

豊
田

真
穂

▼
経
済
学
部

教

授

春
日

秀
文

〃

中
澤

信
彦

准
教
授

北
波

道
子

▼
社
会
学
部

教

授

間
淵

領
吾

▼
政
策
創
造
学
部

准
教
授

三
枝
憲
太
郎

▼
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部

准
教
授

徳
丸

正
孝

〃

中
村

和
広

▼
環
境
都
市
工
学
部

准
教
授

島
田

広
昭

〃

原

直
也

▼
化
学
生
命
工
学
部

教

授

老
川

典
夫

〃

大
矢

裕
一

〃

宮
田

隆
志

准
教
授

松
村

吉
信

文
学
部
で
は
、
平
成
十
八
年

度
か
ら
、
財
団
法
人
社
会
開
発

研
究
セ
ン
タ
ー
（
村
田
裕
之
理

事
長
・
本
学
客
員
教
授
）
と
株

式
会
社
ア
ン
ク
ラ
ー
ジ
ュ
（
小

中
村
政
廣
代
表
取
締
役
社
長
）

と
協
定
を
結
び
、
日
本
初
の
試

み
で
あ
る
カ
レ
ッ
ジ
リ
ン
ク
型

シ
ニ
ア
住
宅
設
立
の
準
備
を
整

え
て
き
た
が
、
平
成
二
十
年
度

か
ら
本
格
的
な
受
け
入
れ
を
開

始
す
る
。
受
け
入
れ
は
、
シ
ニ

ア
住
宅
「
ア
ン
ク
ラ
ー
ジ
ュ
御

影
」
の
入
居
者
を
聴
講
生
や
科

目
等
履
修
生
、
あ
る
い
は
正
規

学
生
と
し
て
受
け
入
れ
る
形
で

行
う
。
ま
た
、
入
居
希
望
者
を

対
象
と
す
る
毎
月
一
回
程
度
の

特
別
講
座
や
、「
ア
ン
ク
ラ
ー
ジ

ュ
御
影
」
に
お
け
る
講
演
会
等

の
オ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
随
時
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。「
ア
ン
ク
ラ
ー
ジ
ュ
御

影
」
は
三
月
末
に
竣
工
、
入
居

者
受
け
入
れ
は
六
月
末
か
ら
始

ま
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の
後
、

入
居
者
が
増
え
る
に
従
っ
て
文

学
部
へ
の
受
け
入
れ
人
数
も
随

時
増
え
て
ゆ
く
見
込
み
で
あ

り
、
世
代
を
超
え
た
自
由
な
学

び
の
空
間
の
創
造
に
向
け
て
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

（
文
学
部
）

募
集
人
員
二
百
八
十
人
を
大

幅
に
上
回
る
、
総
勢
四
百
九
十

二
人
の
関
大
北
陽
第
一
期
生

が
、
四
月
六
日
（
日
）
の
入
学

式
を
待
ち
望
ん
で
い
る
。

新
入
生
を
迎
え
入
れ
る
た

め
、
そ
し
て
、
在
校
生
に
は
関

大
北
陽
生
と
し
て
よ
り
よ
い
環

境
で
勉
学
に
励
ん
で
も
ら
う
た

め
、
校
舎
内
外
を
大
幅
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
、
き
れ
い
な
教

室
、
新
し
い
机
、
一
新
さ
れ
た

食
堂
な
ど
を
用
意
し
て
い
る
。

関
大
北
陽
に
は
、
大
学
だ
け

で
な
く
生
徒
を
送
り
出
し
て
い

た
だ
い
た
中
学
校
な
ど
か
ら

も
、
熱
い
視
線
が
注
が
れ
て

い
る
。
そ
の
期
待
に
応
え
る

べ
く
、
教
職
員
も
万
全
の
準

備
を
整
え
て
い
る
。

新
入
生
に
は
入
学
後
す
ぐ

に
、
二
泊
三
日
の
宿
泊
研
修

を
実
施
。
郡
上
高
原
（
岐
阜

県
）
に
お
い
て
、
関
大
北
陽

生
と
し
て
自
覚
を
も
ち
、
今

後
の
高
校
生
活
を
謳
歌
す
る
た

め
の
日
々
の
過
ご
し
方
な
ど
に

つ
い
て
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
う
。

勉
強
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
、
文
化

活
動
に
、
一
人
ひ
と
り
が
夢
中

に
な
り
、�
燃
え
る
�
こ
と
の
で

き
る
何
か
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
も

ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
新
た
な

歴
史
を
刻
ん
で
い
っ
て
ほ
し

い
。な

お
、四
月
一
日
を
も
っ
て
、

学
校
法
人
福
武
学
園
と
の
法
人

合
併
手
続
き
が
完
了
す
る
。

（
総
合
企
画
室
）

○
人
体
科
学
会

◆
湯
浅
泰
雄
賞
（
実
践
研
究
部

門
）（
第
一
回
）

文
学
部
教
授

伴

義
孝

（
平
成
十
九
年
十
二
月
十
六
日
）

○
土
木
学
会
景
観
・
デ
ザ
イ
ン

委
員
会

◆
土
木
学
会
デ
ザ
イ
ン
賞
二
〇

〇
七

優
秀
賞

「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
２１
住
宅
街
区

（
兵
庫
県
三
田
市
）」「
キ
ャ
ナ

ル
タ
ウ
ン
兵
庫
（
神
戸
市
）」

環
境
都
市
工
学
部
教
授

江
川

直
樹

（
平
成
二
十
年
一
月
二
十
八
日
）

本
学
で
は
、
学
術
研
究
お
よ
び
教

育
水
準
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
次

の
三
十
九
人
を
平
成
二
十
年
度
客
員

教
授
と
し
て
委
嘱
し
た
。

富
士
通
株
式
会
社

代
表
取
締

役
会
長

秋
草

直
之

株
式
会
社
プ
ロ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ジ

ャ
パ
ン

最
高
顧
問

元
住
友
電
気
工
業
株
式
会
社

副
社
長

伊
藤
進
一
郎

東
大
寺
第
２１９
世
別
当上

野

道
善

前
大
阪
府
知
事

太
田

房
江

前
商
工
組
合
中
央
金
庫

副
理

事
長

大
武
健
一
郎

松
下
電
器
産
業
株
式
会
社

代

表
取
締
役
社
長

大
坪

文
雄

ネ
ッ
ト
ラ
イ
フ
企
画
株
式
会
社

最
高
顧
問
・
元
税
務
大
学
校

主
任
教
授

大
西

又
裕

株
式
会
社
三
井
住
友
銀
行

頭

取

奥

正
之

杏
林
大
学

教
授

金
田
一
秀
穂

経
済
産
業
省

近
畿
経
済
産
業

局
長

久
貝

卓

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー

小
篠

弘
子

サ
ッ
カ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

後
藤

健
生

小
松
法
律
特
許
事
務
所

所
長

・
立
命
館
大
学
法
科
大
学
院

（
特
別
契
約
）
教
授小

松
陽
一
郎

京
都
大
学

名
誉
教
授
・
神
戸

学
院
大
学

教
授

佐
藤

忠
信

京
都
大
学
大
学
院

教
授

佐
伯

啓
思

財
団
法
人
日
本
証
券
経
済
研
究

所

顧
問

関

要

慶
應
義
塾
大
学

教
授

竹
中

平
蔵

作
家

辻
原

登

辻
本
法
律
特
許
事
務
所

所
長

辻
本

一
義

Ｊ
Ｔ
生
命
誌
研
究
館

館
長

中
村

桂
子

大
阪
大
学
大
学
院

教
授

鳴
海

邦
碩

福
井
県
知
事

西
川

一
誠

日
本
郵
政
株
式
会
社

取
締
役

兼
代
表
執
行
役
社
長西

川

善
文

朝
日
放
送
株
式
会
社

代
表
取

締
役
社
長

西
村

嘉
郎

株
式
会
社
オ
ー
ビ
ッ
ク

代
表

取
締
役
会
長
兼
社
長野

田

順
弘

武
田
薬
品
工
業
株
式
会
社

代

表
取
締
役
社
長

長
谷
川
閑
史

社
会
福
祉
法
人
大
阪
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
協
会

常
務
理
事

早
瀬

昇

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
分
一
村
一
品
国

際
交
流
推
進
協
会

理
事
長
・

元
大
分
県
知
事

平
松

守
彦

佐
賀
県
武
雄
市
長

樋
渡

啓
祐

財
団
法
人
フ
ァ
ジ
ィ
シ
ス
テ
ム

研
究
所

客
員
研
究
員

福
島

邦
彦

大
阪
大
学

名
誉
教
授

藤
田

正
憲

ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学

教
授

フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ

ミ
ズ
ー
リ
・
カ
ン
ザ
ス
‐
シ
テ
ィ

大
学

教
授

マ
ー
ク
・
パ
リ
ー

大
阪
高
等
検
察
庁
検
事
・
神
戸

大
学
法
科
大
学
院

教
授

松
田

成

ち
ひ
ろ
美
術
館
・
東
京

副
館

長

松
本
由
理
子

宮
口
定
雄
税
理
士
事
務
所

所

長

宮
口

定
雄

財
団
法
人
社
会
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー

理
事
長
・
東
北
大
学

特
任
教
授

村
田

裕
之

経
済
産
業
省

近
畿
経
済
産
業

局
総
務
企
画
部
長

山
田

宗
範

映
画
監
督

山
田

洋
次

丸
山

三
友（
ま
る
や
ま
・
み
つ

と
も
�
名
誉
教

授
・
元
文
学
部

教
授
）

平
成
二
十
年

三
月
十
五
日
死
去
。
七
十
九

歳
。
昭
和
二
十
八
年
大
阪
大
学

文
学
部
独
文
学
科
卒
業
。
三
十

二
年
四
月
本
学
着
任
。
平
成
十

一
年
三
月
定
年
退
職
。
同
年
四

月
名
誉
教
授
。
専
門
は
ド
イ
ツ

文
学
。

理
事
長
付

柴
田
洸
一
郎

総
務
局
付

奥
田

惠
造

〃

畑

勝
美

総
務
課

伊
東

悦
子

〃

末
川

裕
嗣

北
陽
事
務
室

澤
田

渉

〃

中
向
登
美
子

〃

新
納

弘
治

〃

花
木
千
鶴
子

〃

吉
田

照
美

社
会
連
携
セ
ン
タ
ー

事
務
室

八
尾

聡
美

〃

横
山

隆
太

教
務
セ
ン
タ
ー

秋
田

愛

〃

足
立

智
絵

〃

木
下

賢
治

〃

小
久
保
好
恵

〃

神
宮
司
健
太

〃

竹
綱

美
和

〃

竹
中

喜
一

入
試
課

野
村

健
太

大
学
院
入
試
課

井
上

朋
子

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

オ
フ
ィ
ス

酒
井

裕
美

入
試
広
報
課

中
田

裕
己

高
大
連
携
事
務
室柴

田

優
人

学
生
生
活
課

木
村

桂
子

〃

吉
田

悠
平

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課板

井

征
人

〃

原
田

洵
志

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

事
務
室

工
藤

亮

〃

松
村

久
基

関
西
大
学

北
陽
高
校

理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理
工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工
系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系系
３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創
立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立
５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５００００００００００００００００００００００００００００
周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記
念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念
祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝
賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
をををををををををををををををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

新
任
職
員

平成２０年度

客員教授

学
部
・
大
学
院
の

新
体
制
ス
タ
ー
ト

文
学
部
で
カ
レ
ッ
ジ
リ
ン
ク
開
始

大
学
人
事

高
い
識
見
と
豊
か
な
経
験

新役職者紹介

訃

報

（２）平成２０年（２００８年）４月１日第 ３５２ 号
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大
学
大
学�

ト
ピ
ッ
ク
ス�

大
学�

ト
ピ
ッ
ク
ス�

法

学

部

教
授

浦
東

久
男

昭
和
六
十
二

年
京
都
大
学
大

学
院
法
学
研
究

科
博
士
後
期
課

程
単
位
修
得
後
退
学
。
姫
路
獨

協
大
学
大
学
院
教
授
を
経
て
本

学
に
着
任
。
専
攻
は
税
法
・
国

際
税
法
で
、
所
得
課
税
を
中
心

に
研
究
し
て
い
る
。

教
授

高
作

正
博

平
成
八
年
上

智
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
博

士
課
程
後
期
課

程
単
位
修
得
後
退
学
。
琉
球
大

学
大
学
院
准
教
授
を
経
て
本
学

に
着
任
。
専
攻
は
憲
法
学
で
、

特
に
「
権
利
」
概
念
に
強
い
関

心
が
あ
る
。

准
教
授

坂
本

治
也

平
成
十
七
年

大
阪
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程

単
位
修
得
後
退
学
。
琉
球
大
学

准
教
授
を
経
て
本
学
に
着
任
。

専
攻
は
政
治
学
で
、
現
代
民
主

政
に
お
け
る
市
民
社
会
の
分
析

を
進
め
て
い
る
。

准
教
授

寺
川

永

平
成
十
四
年

一
橋
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程

単
位
修
得
後
退
学
。
大
阪
府
立

大
学
准
教
授
を
経
て
本
学
に
着

任
。
専
攻
は
民
事
法
で
、
複
合

的
契
約
に
お
け
る
諸
問
題
を
研

究
し
て
い
る
。

准
教
授

山
名

美
加

平
成
十
一
年

大
阪
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程

修
了
。
博
士
（
法
学
）。
財
団
法

人
国
際
高
等
研
究
所
研
究
員
、

大
阪
工
業
大
学
大
学
院
准
教
授

を
経
て
本
学
に
着
任
。
専
攻
は

知
的
財
産
法
。

専
任
講
師

水
野

吉
章

平
成
二
十
年

北
海
道
大
学
大

学
院
法
学
研
究

科
博
士
後
期
課

程
修
了
後
、
本
学
に
着
任
。
専

攻
は
民
事
法
で
、
特
に
日
本
の

特
別
法
の
解
釈
に
お
け
る
民
法

理
論
の
役
割
に
つ
い
て
研
究
を

進
め
て
い
る
。

文

学

部

教
授

乾

善
彦

大
阪
市
立
大

学
大
学
院
博
士

後
期
課
程
単
位

取
得
退
学
。
大

阪
府
立
大
学
（
旧
大
阪
女
子
大

学
）
教
授
を
経
て
本
学
に
着

任
。
博
士
（
文
学
）
。
専
門

は
、
日
本
語
の
書
記
史
、
特
に

漢
字
に
よ
る
書
記
の
研
究
。

教
授

野
口
メ
ア
リ
ー

昭
和
四
十
九

年
ウ
ィ
ス
コ
ン

シ
ン
州
立
大
学

大
学
院
東
ア
ジ

ア
言
語
・
文
学
研
究
科
修
士
課

程
修
了
。
五
十
二
年
本
学
大
学

院
に
て
平
安
文
学
を
研
究
。
立

命
館
大
学
法
学
部
教
授
を
経
て

本
学
に
着
任
。
専
攻
は
日
英
語

比
較
、
バ
イ
リ
ン
ガ
リ
ズ
ム
。

准
教
授

小
澤

自
然

東
京
大
学
大

学
院
総
合
文
化

研
究
科
修
士
課

程
、
英
国
エ
セ

ッ
ク
ス
大
学
博
士
課
程
修
了
。

文
学
博
士
。
千
葉
大
学
文
学
部

准
教
授
を
経
て
本
学
に
着
任
。

専
門
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
研

究
。
翻
訳
書
多
数
。

准
教
授

多
賀

太

平
成
八
年
九

州
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科

博
士
課
程
所
定

単
位
修
得
。
平
成
十
一
年
博
士

（
教
育
学
）
。
九
州
大
学
助

手
、
久
留
米
大
学
専
任
講
師
、

准
教
授
を
経
て
本
学
に
着
任
。

専
門
は
教
育
社
会
学
、
男
性
学

研
究
。

准
教
授

広
瀬

義
徳

平
成
十
一
年

筑
波
大
学
大
学

院
教
育
学
研
究

科
博
士
課
程
所

定
単
位
取
得
。
松
本
短
期
大
学

専
任
講
師
、
助
教
授
を
経
て
本

学
に
着
任
。
専
門
は
教
育
行
政

学
、
外
国
人
教
育
公
務
員
研

究
。

准
教
授

村
川

治
彦

東
京
大
学
文

学
部
宗
教
学
宗

教
史
学
科
卒

（
統
合
学
博

士
）。
平
和
に
貢
献
す
る
臨
床
心

理
学
で
世
界
に
数
少
な
い
先
駆

者
を
継
ぐ
旗
手
で
も
あ
る
。
村

川
式
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
法
の
開
発

者
。
身
体
文
化
論
。

准
教
授

リ
コ
‐
ヨ
コ
ヤ
マ

ア
ド
リ
ア
ナ

パ
リ
社
会
科

学
高
等
研
究
院

専
門
研
究
課
程

（
Ｄ
Ｅ
Ａ
）
修

了
。
大
阪
大
学
外
国
人
教
師
を

経
て
本
学
に
着
任
。
専
門
は
日

仏
比
較
文
化
論
。
コ
ロ
ン
ビ
ア

は
ボ
ゴ
ダ
生
ま
れ
の
パ
リ
育

ち
。
日
本
語
も
達
者
で
あ
る
。

助
教

菅
村

玄
二

早
稲
田
大
学

人
間
科
学
部
卒

業
。
ノ
ー
ス
テ

キ
サ
ス
大
学
心

理
学
部
学
術
研
究
員
な
ど
を
経

て
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士

（
文
学
）。
専
門
は
臨
床
心
理

学
、
身
体
心
理
学
。

経
済
学
部

教
授

佐
々
木
保
幸

平
成
五
年
本

学
大
学
院
商
学

研
究
科
博
士
課

程
後
期
課
程
単

位
取
得
後
退
学
。
大
阪
商
業
大

学
を
経
て
本
学
に
着
任
。
専
門

は
流
通
経
済
論
、
流
通
政
策

論
。
研
究
テ
ー
マ
は
日
本
と
フ

ラ
ン
ス
の
流
通
機
構
。

教
授

新
熊

隆
嘉

京
都
大
学
大

学
院
人
間
・
環

境
学
研
究
科
博

士
課
程
修
了
。

京
都
大
学
博
士
（
人
間
・
環
境

学
）。
東
京
外
国
語
大
学
外
国
語

学
部
准
教
授
を
経
て
着
任
。
専

門
は
環
境
経
済
学
。
研
究
テ
ー

マ
は
環
境
政
策
の
制
度
分
析
。

准
教
授

後
藤

健
太

京
都
大
学
大

学
院
修
了
。博

士
（
地
域
研

究
）。伊
藤
忠
商

事
、
国
連
開
発
計
画
、
国
際
労

働
機
関
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平

洋
大
学
准
教
授
を
経
て
本
学
に

着
任
。
専
門
は
東
南
ア
ジ
ア
の

経
済
発
展
。

准
教
授

鈴
木

智
也

オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
国
立
大
学

大
学
院
修
了
。

経
済
学
博
士

（
Ｐ
ｈ.

Ｄ.

）。
グ
リ
フ
ィ
ス
大

学
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
校
、
龍

谷
大
学
を
経
て
、
本
学
に
着

任
。
専
門
は
マ
ク
ロ
経
済
学
お

よ
び
応
用
経
済
学
。

准
教
授

敦
賀

貴
之

オ
ハ
イ
オ
州

立
大
学
経
済
学

部
博
士
課
程
修

了
。
経
済
学
博

士
。
日
本
銀
行
金
融
研
究
所
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
を
経
て
、
本
学
に

着
任
。
専
門
は
マ
ク
ロ
経
済

学
。
研
究
テ
ー
マ
は
イ
ン
フ

レ
、
物
価
の
粘
着
性
。

商

学

部

准
教
授

木
村

麻
子

関
西
学
院
大

学
商
学
研
究
科

博
士
課
程
後
期

課
程
単
位
修
得

退
学
。
博
士
（
商
学
）。
九
州
産

業
大
学
商
学
部
講
師
、
准
教
授

を
経
て
着
任
。
経
営
分
析
論
、

情
報
会
計
論
等
を
担
当
。

准
教
授

西
村

成
弘

京
都
大
学
大

学
院
経
済
学
研

究
科
博
士
後
期

課
程
修
了
、
京

都
大
学
博
士
（
経
済
学
）。
日
本

学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
を
経

て
本
学
に
着
任
。
専
門
は
経
営

史
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
進
化
と
知
的

財
産
の
関
係
を
研
究
。

専
任
講
師

岩
本

明
憲

慶
應
義
塾
大

学
大
学
院
商
学

研
究
科
博
士
課

程
単
位
取
得
退

学
。
専
門
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

論
、
流
通
論
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ

コ
ノ
ミ
ク
ス
。
研
究
テ
ー
マ
は

垂
直
統
合
の
経
済
学
的
分
析
と

そ
の
理
論
・
学
説
史
研
究
。

社
会
学
部

教
授

石
田

陽
彦

本
学
大
学
院

文
学
研
究
科
心

理
学
専
攻
修
士

課
程
修
了
後
、

京
都
府
立
医
科
大
学
精
神
科
研

修
員
を
経
て
地
域
臨
床
に
当
た

る
。
本
学
大
学
院
非
常
勤
講
師

な
ど
を
経
て
本
学
着
任
。
専
門

は
地
域
教
育
臨
床
心
理
学
。
現

奈
良
県
臨
床
心
理
士
会
会
長
。

教
授

岡
田

弘
司

本
学
大
学
院

社
会
学
研
究
科

博
士
課
程
前
期

課
程
を
修
了

後
、
新
淡
路
病
院
、
大
阪
医
科

大
学
応
用
医
学
講
座
神
経
精
神

医
学
教
室
を
経
て
着
任
。
専
門

は
臨
床
心
理
学
、
心
理
的
援
助

の
実
践
に
関
す
る
研
究
。

教
授

加
納

恵
子

大
阪
市
生
ま

れ
。
大
阪
市
立

大
学
大
学
院
博

士
後
期
課
程
を

修
了
。
地
域
福
祉
の
理
論
と
そ

の
職
業
と
し
て
の
実
践
で
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ワ
ー
ク
を
中

心
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
障
害
論

と
広
が
り
の
あ
る
研
究
を
進
め

て
き
た
。

教
授

安
田

雪

国
際
基
督
教

大
学
教
養
学
部

卒
業
。
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
大
学

院
社
会
学
専
攻
博
士
課
程
修

了
。
Ｐ
ｈ
�Ｄ
�（
社
会
学
）。
東

京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科

特
任
准
教
授
な
ど
を
経
て
着

任
。専
門
は
社
会
学
。社
会
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
分
析
、組
織
論
な
ど
。

准
教
授

村
田
麻
里
子

ロ
ン
ド
ン
大

学
ゴ
ー
ル
ド
ス

ミ
ス
校
修
士
課

程
修
了
、
東
京

大
学
大
学
院
学
際
情
報
学
府
博

士
課
程
単
位
修
得
退
学
。
京
都

精
華
大
学
人
文
学
部
専
任
講
師

を
経
て
本
学
に
着
任
。
専
門
は

メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
な
ど
。

助
教

脇
田

貴
文

南
山
大
学
文

学
部
卒
業
後
、

名
古
屋
大
学
大

学
院
教
育
発
達

科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
退

学
。
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研

究
科
研
究
員
を
経
て
本
学
に
着

任
。
専
門
は
、
心
理
調
査
法
と

項
目
反
応
理
論
。

政
策
創
造
学
部

教
授

足
立

幸
男

京
都
大
学
大

学
院
法
学
研
究

科
博
士
課
程
修

了
。
京
都
大
学

大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科

教
授
を
経
て
本
学
に
着
任
。
専

門
は
公
共
政
策
論
・
政
治
哲

学
。
日
本
公
共
政
策
学
会
会

長
、
日
本
学
術
会
議
連
携
会
員

な
ど
を
歴
任
。

准
教
授

河
�

信
樹

京
都
大
学
大

学
院
経
済
学
研

究
科
博
士
課
程

修
了
。博
士（
経

済
学
）。
日
本
学
術
振
興
会
特
別

研
究
員
、
大
阪
経
済
大
学
日
本

経
済
史
研
究
所
Ｐ
Ｄ
を
経
て
本

学
に
着
任
。
専
門
は
ア
メ
リ
カ

の
対
外
経
済
政
策
。

シ
ス
テ
ム

理
工
学
部

教
授

肥
川

宏
臣

慶
應
義
塾
大

学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
電
気

工
学
専
攻
博
士

課
程
修
了
。
工
学
博
士
。
大
分

大
学
准
教
授
を
経
て
本
学
に
着

任
。
専
門
は
情
報
工
学
。

准
教
授

谷

弘
詞

広
島
大
学
大

学
院
理
学
研
究

科
物
理
学
専
攻

博
士
課
程
前
期

課
程
修
了
。
博
士
（
工
学
）。
民

間
企
業
の
主
任
技
師
を
経
て
本

学
に
着
任
。
専
門
は
機
械
工
学

（
ナ
ノ
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
）。

准
教
授

三
好

誠
司

京
都
大
学
大

学
院
工
学
研
究

科
電
気
工
学
専

攻
修
士
課
程
お

よ
び
金
沢
大
学
大
学
院
自
然
科

学
研
究
科
シ
ス
テ
ム
科
学
専
攻

博
士
後
期
課
程
修
了
。博
士
（
工

学
）。
神
戸
市
立
工
業
高
等
専
門

学
校
教
授
を
経
て
本
学
に
着

任
。
専
門
は
情
報
統
計
力
学
。

助
教

鈴
木

昌
人

広
島
大
学
大

学
院
先
端
物
質

科
学
研
究
科
半

導
体
集
積
科
学

専
攻
博
士
課
程
後
期
課
程
修

了
。博
士（
工
学
）。広
島
大
学
半

導
体
バ
イ
オ
融
合
集
積
化
技
術

の
融
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員

を
経
て
本
学
へ
着
任
。専
門
は
半

導
体
工
学
、マ
ク
ロ
デ
バ
イ
ス
。

助
教

花
田

良
子

同
志
社
大
学

大
学
院
工
学
研

究
科
知
識
工
学

専
攻
博
士
後
期

課
程
修
了
。博
士（
工
学
）。独
立
行

政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
特
別

研
究
員
を
経
て
本
学
に
着
任
。

専
門
は
最
適
化
、
並
列
処
理
。

助
教

古
城

直
道

東
京
大
学
大

学
院
工
学
系
研

究
科
精
密
機
械

工
学
専
攻
博
士

後
期
課
程
満
期
退
学
。博
士
（
工

学
）。
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系

研
究
科
協
力
研
究
員
を
経
て
本

学
に
着
任
。
専
門
は
超
精
密
・

超
微
細
加
工
学
。

助
教

山
口
聡
一
朗

京
都
大
学
大

学
院
理
学
研
究

科
物
理
学
・
宇

宙
物
理
学
専
攻

博
士
課
程
後
期
課
程
修
了
。
博

士（
理
学
）。
核
融
合
科
学
研
究

所
科
研
研
究
員
を
経
て
本
学
に

着
任
。
専
門
は
プ
ラ
ズ
マ
物
理

学
。

化
学
生
命

工

学

部

教
授

平
野

義
明

大
阪
工
業
大

学
大
学
院
工
学

研
究
科
応
用
化

学
専
攻
博
士
後

期
課
程
修
了
。
博
士
（
工

学
）。
大
阪
工
業
大
学
准
教
授
を

経
て
本
学
に
着
任
。
専
門
は
生

体
材
料
・
ペ
プ
チ
ド
化
学
。

助
教

中
井
美
早
紀

奈
良
女
子
大

学
大
学
院
人
間

文
化
研
究
科
共

生
自
然
科
学
専

攻
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士

（
理
学
）。
東
京
大
学
大
学
院
産

学
官
連
携
研
究
員
を
経
て
本
学

に
着
任
。
専
門
は
錯
体
化
学
。

助
教

山
縣

雅
紀

慶
應
義
塾
大

学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
開
放

環
境
科
学
専
攻

後
期
博
士
課
程
修
了
。博
士
（
工

学
）。
京
都
大
学
大
学
院
エ
ネ
ル

ギ
ー
科
学
研
究
科
産
学
官
連
携

研
究
員
を
経
て
本
学
に
着
任
。

専
門
は
電
気
化
学
。

外
国
語
教
育

研
究
機
構

教
授

奥
田

隆
一

昭
和
五
十
四

年
神
戸
市
外
国

語
大
学
大
学
院

を
修
了
。
英
語

語
法
研
究
が
専
門
で
辞
書
編
纂

の
プ
ロ
で
あ
る
。
英
語
教
育
に

も
造
詣
が
深
く
、
大
学
を
は
じ

め
中
学
・
高
校
の
英
語
教
育
の

指
導
的
存
在
で
も
あ
る
。

法
科
大
学
院

教
授

下
村

正
明

大
阪
大
学
大

学
院
法
学
研
究

科
博
士
課
程
後

期
課
程
所
定
単

位
修
得
後
退
学
。
大
阪
学
院
大

学
専
任
講
師
か
ら
教
授
を
経

て
、前
職
は
京
都
産
業
大
学
（
法

科
大
学
院
）
教
授
。
専
門
は
民

法
。

教
授

由
喜
門
眞
治

神
戸
大
学
大

学
院
法
学
研
究

科
博
士
課
程
後

期
課
程
所
定
単

位
修
得
後
退
学
。
札
幌
学
院
大

学
助
教
授
か
ら
教
授
を
経
て
、

前
職
は
京
都
産
業
大
学
（
法
科

大
学
院
）
教
授
。
専
門
は
行
政

法
。

●
Ｇ
Ｐ
Ａ
制
度
を
実
施

本
学
は
二
〇
〇
八
年
度
入
学

生
か
ら
、
学
生
個
々
人
の
授
業

に
対
す
る
習
熟
度
を
測
る
こ
と

に
よ
り
、
学
習
状
況
を
正
確
に

把
握
し
、
効
果
的
な
知
識
修
得

の
た
め
の
学
習
指
導
に
役
立
て

る
こ
と
を
目
的
に
Ｇ
Ｐ
Ａ
（
Ｇ

ｒ
ａ
ｄ
ｅ

Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ

Ａ

ｖ
ｅ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
）
制
度
を
全
学

的
に
導
入
す
る
（
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
改
革
中
の
法
学
部
は
次
年
度

以
降
導
入
予
定
）。
こ
れ
に
伴

い
、
新
た
に
「
秀
」
の
評
価
を

加
え
、
成
績
表
示
を
五
段
階
と

し
て
発
表
す
る
。
Ｇ
ｒ
ａ
ｄ
ｅ

Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
は
そ
れ
ぞ
れ
、

秀
�
四
・
〇
、
優
�
三
・
〇
、

良
�
二
・
〇
、
可
�
一
・
〇
、

不
可
／
不
受
験
�
〇
と
し
て
算

出
し
、
Ｇ
Ｐ
Ａ
を
成
績
発
表
票

等
に
表
示
す
る
。

●
学
生
証
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
を

実
施本

学
で
は
二
〇
〇
八
年
度
か

ら
、学
生
証
を
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
（
Ｆ

ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
ａ
）
化
し
、
入
館
管

理
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
や
情
報
端

末
の
ロ
グ
イ
ン
、
図
書
館
で
の

貸
出
・
返
却
、
健
康
管
理
、
出

席
管
理
な
ど
に
用
い
る
。
将
来

的
に
は
、
証
明
書
自
動
発
行
、

電
子
マ
ネ
ー
な
ど
と
い
っ
た
多

様
な
利
用
法
を
検
討
し
て
い

く
。
導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
は
、
四
月
に
新
入
生
、
七
月

に
在
学
生
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
配

付
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

●
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
文
化
交

渉
学
教
育
研
究
拠
点
が
北
京
外

国
語
大
学
中
国
海
外
漢
学
研
究

セ
ン
タ
ー
と
学
術
交
流
協
定
を

締
結グ

ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
文
化
交

渉
学
教
育
研
究
拠
点
（
Ｉ
Ｃ
Ｉ

Ｓ
）
は
、
二
月
十
五
日
、
北
京

外
国
語
大
学
中
国
海
外
漢
学
研

究
セ
ン
タ
ー
と
学
術
交
流
協
定

を
締
結
し
た
。
こ
の
協
定
で

は
、
文
化
交
渉
学
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
協
力

し
て
推
進
す
る
こ
と
、
北
京
外

国
語
大
学
内
に
同
拠
点
の
連
絡

所
を
設
置
す
る
こ
と
な
ど
を
確

認
。
北
京
外
国
語
大
学
（
北
京

市
）
で
行
わ
れ
た
調
印
式
に

は
、
本
学
か
ら
河
田
悌
一
学

長
、
陶
徳
民
拠
点
リ
ー
ダ
ー
、

カ
イ
ト
由
利
子
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
所
長
が
出
席
し
た
の
を
は

じ
め
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た

本
学
名
誉
博
士
の
湯
一
介
北
京

大
学
教
授
な
ど
約
五
十
人
が
参

加
し
た
。

新新
任任
教教
員員
紹紹
介介

平成２０年（２００８年）４月１日第 ３５２ 号（３）



高槻キャンパス�

天六キャンパス�

千里山キャンパス� ★授業支援ステーション�

キャリア�
センター�

出納課�国際交流�
センター�

教　　務�
センター�

総　合�
図書館�

学　生�
生活課�

Ｉ　　Ｔ�
センター�

キャリアセンター�
工学部分室�

エクステンション・�
リードセンター�

総合情報学部�
オフィス�

高槻キャンパス�
オフィス�

キャリアセンター�
高槻分室�

保健管理�
センター�

★�
第４学舎第４学舎�

★�
第１学舎第１学舎�

★�
尚文館尚文館� ★�

第３学舎第３学舎�

★�
第２学舎第２学舎�

★�
第４学舎�

★�
第１学舎�

★�
尚文館� ★�

第３学舎�

★�
第２学舎�

家庭からの仕送りの遅延や急
病などのやむをえない理由で緊

急にお金が必要になった場合、原則と
して３万円（場合によっては５万円）
までを即日貸与する短期貸付金制度を
設けています。学生証および印鑑を持
参の上、学生生活課または高槻キャン
パスオフィスまで相談に来てくださ
い。

学生生活課

A

Q 一時的にお金が必要に
なりました。相談にのって
もらえますか？

学生生活における福利厚生の
一環として、アルバイト求人情

報の提供を行っています。このサービ
スでは、パソコンや携帯電話から関西
大学の学生を対象とするアルバイト求
人情報サイトを閲覧することができま
す。
本学では、アルバイトの職種に対し

て「制限職種」を定めており、これに基
づく審査を経たアルバイトのみを求人
情報として提供しています。学業や健
康に支障がないように考慮し、労働条
件等も十分に確認の上、アルバイトを
選択するよう心掛けてください。
なお、アルバイトをする場合は、社会

のルールを遵守し、関大生としての自
覚をもって行動してください。

学生生活課

A

Q アルバイトを紹介して
もらえませんか？

落とし物は、最寄りの事務室
（授業支援ステーション、総合

図書館、中央体育館事務室、スポーツ
振興課、学生生活課、ＩＴセンター、
入試広報課、キャリアセンター等）に
届けられ、そこで２週間保管されます。
２週間以内に落とし主が現れない場
合、その落とし物はすべて学生生活課
に送られます。高槻キャンパスでは、
高槻キャンパスオフィスが遺失物・拾
得物の問い合わせ窓口となります。
最近、大学構内において忘れ物や落

とし物をする人が増えています。でき
る限り自分の持ち物には、学籍番号・
氏名を記入するようにしてください。

学生生活課

A

Q 落とし物は
どこに届きますか？

総合学生会館「メディアパー
ク 凜風館」１階にある学生生活

課では、クラブ・サークル活動、アル
バイト、悪徳商法・カルト宗教関係で
のトラブル等、学生生活全般について
さまざまな相談に応じています。もし、
相談したいことがあれば、一人で悩ま
ずに気軽に学生生活課または高槻キャ
ンパスオフィスに来てください。
また、内容に応じて、キャンパス内

の他の窓口への紹介も行っています。

学生生活課

A

Q

さまざまな奨学金制度があ
り、種類によって募集時期が異

なります。各奨学金の募集時期につい
ては、学生センターウェブサイト
（http://www.kansai-u.ac.jp/gakusei
/index.html）にスケジュールを掲載し
ています。また、詳細については、同
サイト、インフォメーションシステム、
学内各所の掲示板を利用して、願書交
付の概ね2カ月前にお知らせしていま
す。希望する奨学金の募集時期には十
分注意して、指定期間中に学生生活課
または高槻キャンパスオフィスで願書
交付を受け、出願してください。

学生生活課

A

Q 奨学金を受給したいとき
はどうしたらいいですか？

大学時代の思い出といえば、
クラブやサークル、ボランティ

ア活動など課外活動での出来事が中心
になるのは、多くの卒業生に共通して
います。課外活動では、コミュニケーシ
ョン能力、リーダーシップ、多種多様な
価値観の発見、そして活動を通じて得
られる仲間など、これからの人生にと
って欠かすことのできないものがたく
さん得られます。４年間という貴重な
時間を、課外活動に力を注ぐことによ
り、充実した学生生活が得られるとと
もに、きっと自分の人生にとってかけ
がえのない経験になることでしょう。

学生生活課

A

Q クラブやサークルには
参加した方がいいのですか？

ＩＴセンターの
ウェブサイトで確

認することができます。携
帯電話からでもアクセスで
きるので、通学途中などに
チェックしてください。
（http://www.ipcku.kansai-u.ac.jp/ ）

ＩＴセンター

A

Q ＩＴセンターの
開室時間や混雑状況を
調べることはできますか。

QRコード

学生証と同時に配られる「利
用者ＩＤ」と「パスワード」があ

れば、ＩＴセンターのパソコンやインフ
ォメーションシステムを利用できます。
ただし、インターネットや電子メー

ルを利用するには、「電子メール・学
外Web利用申請」が必要です。この申
請は、大学内のパソコンから行い、申
請の翌日から有効になります。
また、パスワードを忘れた場合は、

学生証を持って、ＩＴセンター４階の
利用相談コーナーへ来てください。

ＩＴセンター

A

Q

一言で言えば、「将来設計」
です。自分の性格、興味や適性

について再認識し、卒業後の自分（自
分の将来像）をイメージすること。そ
してめざすべき未来をつかむため、な
りたい自分になるための準備として、
具体的なアプローチ方法を考え、実行
していくことです。
大学時代に何を行うか、大学生活を

いかに過ごすか、その内容によってみ
なさんの進路は大きく左右されます。
さまざまなことにチャレンジし、自分
の夢をつかんでください。

キャリアセンター

A

Q キャリアデザインとは
何ですか？就職活動の際の面接試験で

は、いかに充実した大学時代を
過ごしたかがポイントになります。で
すから、勉学、クラブ・サークル、ボ
ランティア活動など、学生時代にしか
できないことを計画立てて実行して、
有意義な学生生活を送ってください。
さらに１・２年次生対象の「キャリア
プランニングセミナー」という行事に
参加するなどして、早くから自分の進
路について考えることも重要です。ま
ずは、入学時に配付している『キャリ
アデザインブック』をよく読んでくだ
さい。

キャリアセンター

A

Q 就職に向けて今からでき
ることはありますか？

千里山キャンパスでは新関西
大学会館北棟４階にある保健管

理センターで、病気やけがなどの際の
保険診療または応急処置を行ってお
り、高槻キャンパスでは保健室で病気
やけがの応急処置を行っています。健
康上の悩みがあれば、随時、健康相談も
行っていますので気軽に来てください。
また、保健管理センター内にある心

理相談室では、こころの専門家がカウ
ンセリングや心理テストを行っていま
す。悩みや不安なことがある場合には、
心理相談室を訪ねてください。

保健管理センター

A

Q 体調を崩しました。
学内で相談できるところは
ありますか？

千里山キャンパス内の各学舎
に設置されており、どこの授業

支援ステーションでも同じサービスを
行っています。質問があれば、まず最
寄りの授業支援ステーションに来てく
ださい。平常レポートの提出や資料の
配付など、指定されたステーションで
しか対応できないものもありますので
留意してください。

教務センター

A

Q 授業支援ステーション
はどこにありますか？

千里山キャンパス第２学舎１
号館１階と高槻キャンパス総合

情報学部オフィス横に証明書自動発行
機が設置されており、即日発行するこ
とができます。自動発行機で発行でき
ない証明書もありますので、不明な点
などがあれば教務センター証明書担当
窓口または総合情報学部オフィスまで
来てください。

教務センター

A

Q 証明書や学割証が
欲しいのですが？

異動届を提出する必要があり
ますので、教務センター学籍担

当窓口まで来てください。総合情報学
部については総合情報学部オフィスで
手続きを行ってください。なお、氏名
や通学区間等を変更する場合も同様の
手続きが必要となります。

教務センター

A

Q 住所が変わったのです
が、どういう手続きが必要で
すか？

最初に所属学部・学科で取得
可能な免許状・教科を確認して

ください。
教職課程は２年次生から本格的に履

修していくことになり、年度末（３月
末）には新２年次生対象の教職課程ガ
イダンスも行われますが、教員免許取
得に必要な教養科目、体育、外国語科
目および教職関係科目が１年次生にも
配当されています。まずは新入生履修
ガイダンスでの説明をよく聞き、計画
的に履修を進めてください。不明な点
などがあれば教務センター教職担当窓
口または総合情報学部オフィスまで相
談に来てください。

教務センター

A

Q 教員をめざしています。
いつ頃から何をはじめたら
いいですか？

教務センター（第２学舎１号
館１階）の履修関係窓口または

試験・成績関係窓口まで来てくださ
い。教務センターでは、修学上必要な
諸手続や履修・成績に関する相談等に
ついて、全学部・全研究科共通の一元
サービスを行っています。ただし、卒
業要件をはじめ、カリキュラムや単位
認定などの重要事項の多くは、入学時
に配付した『HAND BOOK（大学要覧）』
に記載していますので、まずはそちら
を確認するように心掛けてください。
また、高槻キャンパスは、総合情報学
部オフィスが窓口となります。

教務センター

A

Q カリキュラムや試験、
成績について質問がある
のですが？

演習授業などで使用する発表
用の資料を印刷したい時、平常

授業期間中のレポートの提出や受け取
りをする時、履修や学期末試験を除く
授業に関する軽易な相談事がある時な
どに来てください。その他、授業資料
の配付、学内にて紛失した拾得物の受
け渡し、インフォメーションシステム
の操作方法の説明なども行っていま
す。困ったこと、わからないことがあ
れば、気軽に訪ねてください。

教務センター

A

Q どんな時に、
授業支援ステーションに
行けばよいのですか？

教育・授業の質的向上をめざ
して、日々の授業を支援するス

タッフです。授業支援ＳＡ（スチュー
デント・アシスタント）は、授業時に
使用するパソコンやプロジェクターな
どの機器設置補助、出席票や資料の配
付とその回収、授業風景の撮影、教材
印刷などの業務を行っています。一方、
授業支援ＡＳ（アドバイザリー・スタ
ッフ）は教育工学などの専門知識を備
えており、教員に対して支援策の提案
を行ったり、授業支援ＳＡの業務支援
等を行っています。

教務センター

A

Q 授業支援ＳＡ・ＡＳとは
何ですか？

本学では、協定大学の拡大と
新たな留学プログラムの開発を

進めており、みなさんの留学を全面的
にサポートしています。
短期なら夏・春休み１カ月間の語学

セミナーがお勧めです。ホームステイ
等を通し、現地の文化や生活習慣を肌
で感じることができます。
１学期または１年間の長期なら、交

換留学、認定留学、特別留学があり、奨
学金制度が利用できるものもあります。
短期、長期ともにすべてのプログラ

ムで単位認定されます。また、新たな
プログラムも検討中ですので、国際交
流センターからのお知らせを確認する
ようにしてください。

国際交流センター

A

Q 海外留学にはどのような
方法がありますか？

4月23日（水）に留学ガイダ
ンスがあり留学経験者の声も聞

けます。国際交流センター発行の『留
学ハンドブック』を見たり、国際交流
センターウェブサイト（http://www.
kansai-u.ac.jp/Kokusai/）でメールマ
ガジン『CFIA news（シーフィア･ニ
ュース）』に登録し最新情報を得るこ
とも大切です。遠慮なく国際交流セン
ターへ相談に来てください。

■耳寄り情報■
国際交流センターでは、本学学生を

対象にTOEFL-ITPテストを年３回実施
しています。英語圏は、このスコアで
交換派遣留学に応募できる大学もあり
ます。

国際交流センター

A

Q 留学するには
何から始めればよいですか。

大学の制度による留学期間中
の場合には、在学となるので可

能です。ただし、交換留学は出発の前
年に選考があるので、３年次生以降で
応募した場合、卒業時期が遅れる可能
性があります。１年次生の早い時期か
ら準備を始めましょう。

国際交流センター

A

Q 留学しても
4年で卒業できますか？

本学のホームページから「イ
ンフォメーションシステム」に

進み、トップページの左サイドメニュ
ー「申請・アンケート」から申し込ん
でください。
ただし、分納制度と延

納制度を併用することは
できません。
分納・延納の手続期間

をそれぞれ設けているため、手続期間
内に申し込んでください。手続期間や
納入期日等については、インフォメー
ションシステムや学費納入用紙に同封
の「学費の納入について（ご案内）」でお
知らせしますので、確認してください。

出納課

A

Q 学費を分納・延納したい
のですが？

関西大学シラバスシステムに
参考書と指定されている資料の

多くは図書館で所蔵しています。各シ
ラバスの参考書欄の見出し下にある
「**蔵書検索へ**」というリンクボタ
ンをクリックすると図書館蔵書検索シ
ステムKOALAが起動しますので、「書
名」や「著者名」から自分の探してい
る資料が図書館のどこにあるかを検索
してみてください。資料が見つからな
い場合でもあきらめないで、資料相談
窓口である総合図書館１階レファレン
スカウンターまたは高槻図書室のカウ
ンターで聞いてみてください。スタッ
フが所蔵調査を行ったり、有益な関連
資料を紹介します。

総合図書館

A

Q 授業に関する参考図書や
文献資料はどうやって探
したらいいですか？

学生の資格取得をサポートす
るエクステンション・リードセ

ンターでは、ほとんどの講座は18時以
降に授業が始まるので、正課の５限目
終了後でも十分間に合う時間帯になっ
ています。しかも、どの講座も週２～３
日のペースですし、試験期間中は授業
がありませんので、そういう点でも無
理なく勉強を続けることのできる環境
が整っているといえます。また、情報
処理講座や英語講座には夏休み中に開
講している講座もあるので、普段は授
業で忙しい人にはお勧めです。

■耳寄り情報■
『講座案内（パンフレット）』の４～
５ページに、講座ガイダンスや相談会
の一覧表が掲載されています。「この
資格について詳しく聞きたい」「講座
を受講するかどうか迷っている」など、
気になることが少しでもあれば気軽に
参加してください。みなさんの積極的
な参加をお待ちしています。

エクステンション・リードセンター

A

Q 資格の勉強は正課の授業
と両立できるか心配です。
両立できますか？

慣れない新生活で不安が
いっぱいです。まだ、相談で
きる友人もいません。
どうしたらいいですか？

ＩＴセンターを利用
するために必要な手続きは
ありますか。

インターンシップとは、学生
が大学時代に、企業や自治体、

学校などの社会現場において、実際の
仕事を体験するものです。アルバイト
とは違い、正社員としての仕事を体験
するので、実習先企業の営業社員に同
行したり、窓口対応を行ったりと、さ
まざまなことを経験します。
インターンシップにより、実際の仕

事がどのようなものかを実感できるだ
けでなく、社会人と触れ合うことによ
って社会人のものの見方を知ることも
でき、今後の進路選択において非常に
役立ちます。ぜひ参加してください。

キャリアセンター

A

Q インターンシップとは
何ですか？

総合情報学部オフィスは、授
業に関することや各種証明書の

発行に関する業務等を行います。例え
ば、履修相談・登録、コンピュータの
利用申請、学生証・在学証明書の発行
を行う窓口となります。
高槻キャンパスオフィスは、学生生

活全般に関する業務等を行います。例
えば、奨学金、課外活動支援、遺失
物・拾得物、出納の窓口となります。

高槻キャンパスオフィス

A

Q 高槻キャンパスにある
2つのオフィスの違いは？

高槻キャンパスでは現在、ク
ラブ・サークルをあわせて23

団体が活動しています。４月には勧誘
活動を兼ねたオリエンテーションが行
われます。サークル活動を楽しもうと
思う新入生のみなさんは参考にしては
どうでしょうか。もちろん、総合情報
学部生が千里山キャンパスでのクラ
ブ・サークル活動に参加することも可
能です。

高槻キャンパスオフィス

A

Q 高槻キャンパスで
クラブ・サークル活動に
参加できますか？

キャンパスライフ一問一答�キャンパスライフ一問一答�キャンパスライフ一問一答�
　新入生のみなさんが、スムーズに学生生活が送れるよう履修、奨学金、就職、留学、�
健康管理、資格取得などキャンパスライフに関するさまざまな質問に答えます。�

（４）平成２０年（２００８年）４月１日第 ３５２ 号（５）
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森森

図書館の
新刊の新刊の�新刊の�

春
季
特
別
展

ひ
ゃ
く

ち
ん

「
百
珍
っ
て
何
？

―
今
に
引
き
継
ぐ

江
戸
の
食
文
化
」

学
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
入

生
の
歓
迎
と
学
生
ス
ポ
ー
ツ
文

化
の
振
興
お
よ
び
学
内
の
活
性

化
を
目
的
と
し
て
新
入
生
歓
迎

イ
ベ
ン
ト
「
関
大
ス
ポ
ー
ツ
を

応
援
し
て
関
大
生
を
実
感
し
よ

う
�
」
を
、
本
学
体
育
会
の
試

合
で
開
催
し
て
お
り
、
本
年
度

は
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
と
高
槻

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
同
時
開
催
を

企
画
し
て
い
る
。

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
体

育
会
の
中
で
も
伝
統
と
高
い
競

技
力
が
あ
り
、
か
つ
学
生
に
も

人
気
が
あ
る
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
に
よ
る
対
追
手
門

学
院
大
学
戦
�
四
月
二
日（
水
）

十
五
時
〜
、
於
千
里
山
キ
ャ
ン

パ
ス
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
�
を
、高

槻
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
澤
田
亜
紀

さ
ん（
文
二
）を
は
じ
め
と
す
る

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部
に
よ
る
華

麗
な
演
技
と
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

部
に
よ
る
白
熱
の
試
合
�
四
月

二
日（
水
）十
五
時
三
十
分
〜
、

於
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
イ
ス
ア

リ
ー
ナ
�
を
開
催
す
る
の
で
、

ふ
る
っ
て
参
加
し
て
ほ
し
い
。

そ
の
ほ
か
に
は
、
関
西
学
生

野
球
春
季
リ
ー
グ
戦
の
関
学
戦

�
五
月
三
日
（
土
・
祝
）、
四
日

（
日
）十
二
時
三
十
分
〜
、
於
阪

神
甲
子
園
球
場
�
を
「
伝
統
の

関
関
戦
を
み
ん
な
で
盛
り
上
げ

よ
う
�
」と
し
て
開
催
す
る
。

ま
た
、
体
育
会
各
部
に
よ
る

リ
ー
グ
戦
が
四
〜
六
月
に
か
け

て
開
催
さ
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ
観

戦
し
、声
援
を
送
っ
て
ほ
し
い
。

詳
細
は
教
務
セ
ン
タ
ー
、
各
学

舎
オ
フ
ィ
ス
等
窓
口
に
備
え
付

け
の
日
程
表（
チ
ラ
シ
）も
し
く

は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（h

ttp���w
w
w
.k

an
sai�
u.ac.jp�sport

s�

）
で
。（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

本
学
学
生
交
換
協
定
大
学
の

う
ち
十
一
大
学
に
一
年
間
留
学

す
る
学
生
を
募
集
す
る
。
募
集

は
春
と
秋
の
年
二
回
実
施
し
て

お
り
、
英
語
お
よ
び
中
国
語
圏

の
大
学
は
年
二
回
応
募
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。

春
募
集
お
よ
び
認
定
留
学
、

特
別
留
学
、
夏
期
海
外
語
学
セ

ミ
ナ
ー
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

▼
春
期
留
学
ガ
イ
ダ
ン
ス

日
時
�
四
月
二
十
三
日（
水
）十

二
時
三
十
分
〜
十
四
時
三
十
分

場
所
（
予
定
）
�
尚
文
館
一
階

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
Ａ
Ｖ
大
教
室

（
千
里
山
）、
Ｔ
Ｄ
一
〇
六
教
室

（
高
槻
）
同
時
中
継

詳
細
は
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp���w
w
w
.k
an
sai�
u
.ac.jp�

K
ok
usai

）
お
よ
び
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
て

通
知
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
事
務
室
（
�
０６
―

６
３

６
８
―

１
１
７
４
）
ま
で
。

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
事
務
室
）

＊出願期間
４月１日（火）～６月２７日（金）

＊留学先
韓国、中国、台湾、メキシコ、
エクアドル、オーストラリア

＊選考方法
語学試験（筆記・聴解・口頭）
７月２日（水）
※英語は口頭のみ

面接試験（日本語または受験語種）
７月１６日（水）
＊奨学金
関西大学国際交流助成基金第１
種奨学金（平成２０年度交換派遣
留学生は３８人全員に支給予定）
欧米、豪州、中南米の場合５０万円
アジア圏の場合３０万円

今
年
も
恒
例
の
「
文
化
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
四
月
十
四
日

（
月
）
〜
五
月
二
日
（
金
）
の

期
間
中
、
昼
休
み
の
時
間
帯
を

中
心
に
開
催
さ
れ
る
。
今
年
度

は
、
�
部
文
化
会
と
�
部
文
化

会
が
統
合
し
て
最
初
の
文
化
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
本
学
の
文
化
芸
術
活
動

の
担
い
手
と
し
て
、
文
化
会
の

よ
り
一
層
の
結
束
を
図
り
、
文

化
会
内
外
に
日
常
の
活
動
成
果

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的

に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
一
大
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
。
今
年
は
、「
よ
う

こ
そ
�
文
化
会
の
食
卓
へ
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
お
り
、
各
部
の

個
性
を
よ
り
多
く
の
方
に
感
じ

て
も
ら
い
た
い
。

「
悠
久
の
庭
」
で
は
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
は
じ

め
さ
ま
ざ
ま
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
ま

た
、
Ｋ
Ｕ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
で
の
公
演
、
凜
風
館
を
使
用

し
て
の
展
示
等
、
団
体
ご
と
に

趣
向
を
凝
ら
し
た
発
表
が
行

わ
れ
る
。

文
化
会
全
体
の
統
一
企
画

と
し
て
は
、
文
化
会
音
楽
系

団
体
に
よ
る
合
同
演
奏
を
は

じ
め
、
伝
統
芸
能
系
団
体
に

よ
る
「
和
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
」、
文
化
・
芸
術
系
団
体

に
よ
る
合
同
展
示
、「
Ｂ
―

１

（
ぶ
ん
わ
ん
）」
と
銘
打
つ
団

体
間
で
の
対
決
企
画
、
豪
華

商
品
が
当
た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

等
が
開
催
さ
れ
る
。

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

関
西
大
学
文
化
会
総
勢
二
十
七

団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
開
催
す

る
一
大
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
、
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
。
詳
細

に
関
し
て
は
、
文
化
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
（
誠
之
館

三
号
館
新
館
一
階
文
化
会
本
部

室
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
の
こ

と
。

（
学
生
生
活
課
）

ひ
と
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

大
切
な
こ
と
っ
て
何
だ
ろ
う
？

毎
日

の
生
活
の
中
で
、
何
気
な
い
ふ
る
ま
い

や
言
葉
を
通
じ
て
、
誰
か
を
傷
つ
け
た

り
、
見
下
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
自
分
で
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
け
れ

ど
、
な
ん
だ
か
と
て
も
つ
ら
い
と
い
う

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

人
権
問
題
と
い
う
と
、
小
難
し
く
て

堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
け
れ
ど
も
こ
の
冊
子
『
と
て
も

大
切
な
こ
と
に
関
す
る
２４
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
』
は
、
誰
も
が
直
面
し
そ
う
な
問
題

を
「
人
権
」
と
い
う
糸
口
か
ら
と
ら
え

な
お
す
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
巻
頭

企
画
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
本
学
Ｏ

Ｂ
の
「
山
ち
ゃ
ん
」
こ
と
山
里
亮
太
さ

ん
が
メ
ン
バ
ー
の
お
笑
い
コ
ン
ビ
、
南

海
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
を
迎
え
て
、
人
を

傷
つ
け
な
い
「
優
し
い
笑
い
」
に
つ
い

て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。
ほ
か
に
も
本
学

の
先
生
書
き
下
ろ
し
の
コ
ラ
ム
で
は
、

カ
ッ
プ
ル
の
ト
ラ
ブ
ル
と
し
て
問
題
に

な
る
「
デ
ー
ト
レ
イ
プ
」
や
、
前
回
の

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
で
注
目
を
集
め
た
ジ
ダ

ン
選
手
の
頭
突
き
事
件
に
ひ
そ
む
人
種

差
別
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
お

り
、
読
み
物
と
し
て
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
、
私
た
ち
そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
う
え

で
、
こ
こ
に
は
有
意
義
な
ヒ
ン
ト
が
ち

り
ば
め
ら
れ
て
い
る
は
ず
だ
。
ぜ
ひ
と

も
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
。

（
人
権
問
題
委
員
会
委
員
長

岡
田

朋
之
）

京
都
を
代
表
す
る
陶
芸
家

木
村
盛
康
（
き
む
ら
・
も
り
や

す
）
氏
は
、
天
目
の
第
一
人
者

で
あ
り
、
そ
の
作
風
を
称
し
て

「
盛
康
天
目
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
こ
の
た
び
、
関
西
大
学
博

物
館
に
対
す
る
氏
の
数
々
の
作

品
の
寄
贈
を
機
に
、
展
示
会
を

開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。天
目

と
は
、「
天
目
釉
」
と
い
う
鉄
を

含
ん
だ
釉
薬
（
う
わ
ぐ
す
り
）

を
使
っ
た
陶
芸
作
品
の
こ
と

で
、
精
魂
を
傾
け
造
り
出
さ
れ

る
氏
の
天
目
は
、
複
雑
に
し
て

深
遠
な
輝
色
を
発
し
、
海
外
の

美
術
館
に
も
数
多
く
の
作
品
が

永
久
保
存
さ
れ
て
い
る
。

会
期
は
、
四
月
一
日
（
火
）

か
ら
五
月
十
八
日
（
日
）
ま

で
。
博
物
館
お
よ
び
学
内
各
所

で
詳
細
を
掲
載
し
た
チ
ラ
シ
を

配
布
し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
博
物
館
事

務
室
（
�
０６
―

６
３
６
８
―

１
１

７
１
）ま
で
。（

博
物
館
事
務
室
）

関西大学文化・学術活動等奨励金制度
（業績部門）採択結果

課外活動や自主活動において、優れた実績を残した学生、また
は優れた企画を有する学生を評価し、奨励金をもって支援する「文
化・学術活動等奨励金制度」の業績部門の審査が行われ、応募件
数１２件中９件が採択された。採択業績は、下記のとおりである。
今後も学生諸君の多様な活動を期待している。

（学生生活課）

採択業績

●土木学会平成１９年度全国大会 第６２回年次学術講演会優秀講演
者表彰

●ハート交流館Ｅメイツ生活発表会 落語の実演指導
●関西学生会学生員卒業研究発表講演会 Best Presentation
Awards 受賞
●春季関西学生法律討論会第３位、秋季関西学生法律討論会第１
位、全日本学生法律討論会第４位

●ホノルル市長杯第３７回全日本青少年英語弁論大会出場
●富士電機「太陽電池の未来」研究作品コンテスト「佳作」受賞
●児童養護施設における継続的学習支援活動
●ALL JAPAN DEBATE TOURNAMENT準優勝
●平成１９年度全日本珠算選手権大会 読上算競技の部 優勝

今
年
で
第
三
回
を
数
え
る
関

西
大
学
商
学
部
主
催
の
関
西
大

学
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
（
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）

が
開
催
さ
れ
る
。
今
年
の
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
ア
イ
デ
ア

は
、
意
外
な
と
こ
ろ
に
落
ち
て

い
る

拾
っ
た
ら
す
ぐ
Ｋ
Ｕ
Ｂ

Ｉ
Ｃ

ポ
イ
捨
て
禁
止
」。
全
国

の
高
校
の
部
、
大
学
の
部
に
加

え
て
、
今
年
は
一
般
の
部
が
新

設
さ
れ
、
よ
り
幅
広
く
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
を
募
る
。

Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
で
は
自
由
応
募

部
門
と
テ
ー
マ
部
門
の
二
つ
の

部
門
を
設
け
て
い
る
。
自
由
応

募
部
門
で
は
自
由
な
発
想
で
考

え
ら
れ
た
独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
を
募
る
。
テ
ー
マ
部
門
で

は
協
賛
企
業
七
社
か
ら
計
五
十

八
テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
今
年
か
ら
始
ま
る

一
般
の
部
は
テ
ー
マ
部
門
の
み

の
募
集
。

応
募
期
間
は
四
月
一
日（
火
）

か
ら
六
月
三
十
日（
月
）必
着
。

優
秀
プ
ラ
ン
は
十
月
四
日（
土
）

に
開
催
さ
れ
る
本
選
会
で
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
、
各
賞

（
大
学
の
部
優
勝
二
十
万
円
、

高
校
の
部
優
勝
十
万
円
、
準
優

勝
、
入
賞
、
企
業
賞
、
高
校
の

部
の
学
校
賞
）
が
決
定
さ
れ

る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp���w

w
w
.k
u
b
ic

�
k
an
dai.com

�

）
を
参

照
。

（
商
学
部
）

木村盛康作
「京紫天目茶�」

最
近
の
人
気
テ
レ
ビ
番
組
の

一
つ
に
グ
ル
メ
番
組
が
あ
る
。

レ
ス
ト
ラ
ン
を
星
で
格
付
け
し

た
『
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ

イ
ド
東
京
２
０
０

８
』
の
刊
行
は
ち
ょ

っ
と
し
た
社
会
現
象

と
な
り
話
題
と
な
っ
た
。
も
っ

と
も
、
日
本
人
の
「
食
」
へ
の

関
心
の
高
さ
は
昔
か
ら
の
こ
と

だ
。
格
付
と
い
え
ば
、
江
戸
時

代
に
は
相
撲
番
付
形
式
を
そ
の

ま
ま
グ
ル
メ
番
付
に
見
立
て
た

ず
り

一
枚
摺
が
あ
る
。
う
ま
い
も
の

番
付
、
お
か
ず
番
付
、
中
で
も

料
理
茶
屋
の
番
付
は
特
に
多
い

が
、本
学
に
は
「
浪
花
料
理
屋
家

号
附
録
」
を
所
蔵
し
て
い
る
。

今
回
の
展
示
で
は
、
食
文
化

が
開
花
し
た
江
戸
後
期
に
ス
ポ

ひ
ゃ
く
ち
ん

ッ
ト
を
当
て
「

百

珍
っ
て

何
？
―
今
に
引
き
継
ぐ
江
戸
の

食
文
化
」
と
題
し
て
、
本
学
図

書
館
に
所
蔵
す
る
江
戸
の
食
文

化
に
関
す
る
資
料
を
中
心
に
紹

介
す
る
。

天
下
の
台
所
と
呼
ば
れ
た
江

戸
時
代
の
大
坂
で
、
読
ん
で
楽

し
い
料
理
本
が
初
め
て

出
版
さ
れ
た
。
そ
の
書

と
う

ふ

ひ
ゃ
く

物
は
、
『
豆
腐

百

ち
ん珍
』（
一
七
八
二
年
）。

「
百
珍
」
と
は
、「
百
の

美
食
」
の
意
味
で
、
豆

腐
料
理
百
品
を
紹
介
し

巻
末
に
は
和
漢
の
典
籍

か
ら
集
め
た
豆
腐
に
関

す
る
記
事
を
載
せ
て
い

る
。
ま
た
、
著
者
が
本

職
の
料
理
人
で
は
な
く

遊
び
心
の
あ
る
文
人
で
あ
る
と

こ
ろ
が
人
気
の
秘
密
で
、
当
時

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
幕
末

に
至
る
ま
で
版
を
重
ね
た
。

以
後
、
食
材
も
鯛
、
卵
、

芋
、
鱧
、
蒟
蒻
な
ど
が
登
場

た
い
ひ
ゃ
く
ち
ん
り
ょ
う
り

ひ
み
つ

し
、『
鯛

百

珍

料
理
秘
密

ば
こ

い
も
ひ
ゃ
く
ち
ん

か
い
ま
ん

箱
』『
甘
藷
百
珍
』『
海
鰻
（
�

ひ
ゃ
く
ち
ん

こ
ん
に
ゃ
く
ひ
ゃ
く

は
も
）
百

珍
』『
蒟

蒻

百

ち
ん珍
』
と
百
珍
と
名
の
つ
く
本
が

次
々
と
刊
行
さ
れ
、
百
珍
も
の

の
大
ブ
ー
ム
と
な
る
。
ま
た
、

文
人
と
の
交
流
が
深
か
っ
た
江

戸
の
高
級
料
理
屋
「
八
百
膳
」

の
店
主
が
執
筆
し
た
料
理
本『
料

理
通
』
四
編
（
一
八

二
二
―
一
八
三
五

年
）
が
発
行
さ
れ
、

日
本
料
理
の
爛
熟
期

を
極
め
た
。

今
日
、
私
た
ち
が
食
し
て
い

る
料
理
は
、
ま
さ
に
江
戸
時
代

に
発
展
を
遂
げ
た
。
都
市
で
朝

夕
二
回
の
食
事
が
三
回
に
な
っ

た
の
も
、
江
戸
中
期
に
な
っ
て

か
ら
の
こ
と
だ
。
多
彩
な
日
本

料
理
や
屋
台
な
ど
味
覚
を
満
喫

す
る
日
本
の
食
文
化
の
奥
深
さ

を
目
で
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

会
期
�
四
月
一
日
（
火
）
〜
五

月
十
八
日
（
日
）

会
場
�
展
示
室
（
総
合
図
書
館

一
階
）

（
図
書
館
）

○
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部

ス
ピ
ー
ド
部
門
の
藤
本
真
夢

さ
ん
（
文
一
）が
、
第
三
十
一
回

全
日
本
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会

（
二
月
二
十
三
日
・
二
十
四
日
、

長
野
県
）
で
ジ
ュ
ニ
ア
枠
（
十

九
歳
以
下
）
で
優
勝
し
た
。

�
橋
大
輔
さ
ん（
文
四
）が
、

世
界
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選

手
権
大
会
（
三
月
十
七
日
〜
二

十
三
日
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
イ
エ

テ
ボ
リ
）
に
出
場
し
、
フ
リ
ー

で
一
三
九
・
七
一
点
、
Ｓ
Ｐ
八

〇
・
四
〇
点
と
の
合
計
二
二
〇

・
一
一
点
を
獲
得
。
惜
し
く
も

メ
ダ
ル
を
逃
が
し
た
が
、
四
位

と
な
り
、
健
闘
を
見
せ
た
。

○
重
量
挙
部

秋
原
悠
さ
ん
（
文
一
）
が
、

第
二
十
八
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手

権
大
会
（
三
月
八
・
九
日
、
さ

い
た
ま
市
記
念
総
合
体
育
館
）

男
子
七
十
七
�
級
で
、
二
位
を

獲
得
し
た
。

○
文
学
部
教
授

宇
佐
美
幸
彦
著

『
ベ
ル
リ
ン
文
学
地
図
』

（
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
四

千
二
百
円
�
税
込
�
）

スススススススススススススススススススス
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツ
観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観
戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦
でででででででででででででででででででで

関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
をををををををををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感
しししししししししししししししししししし
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
うううううううううううううううううううう
��������������������

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜
よ
う
こ
そ
�
文
化
会
の
食
卓
へ
〜

開
催
期
間

４
月
１４
日（
月
）〜
５
月
２
日（
金
）

グ
ル
メ
本
の
幕
開
け
は

大
阪
発
の
豆
腐
料
理

平成２１年度

交換派遣留学生の

春春春春春春春春春春春春春春春春春春 募募募募募募募募募募募募募募募募募募 集集集集集集集集集集集集集集集集集集

博
物
館
春
季
企
画
展
を
開
催

そ
ら

い
ざ
な

「
天
目

宙
へ
の
誘
い
」

人人人人人人人人人人人人
権権権権権権権権権権権権
問問問問問問問問問問問問
題題題題題題題題題題題題
のののののののののののの
冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊
子子子子子子子子子子子子
をををををををををををを
配配配配配配配配配配配配
付付付付付付付付付付付付

『『『『『『『『『『
とととととととととと
てててててててててて
もももももももももも
大大大大大大大大大大
切切切切切切切切切切
なななななななななな
ここここここここここ
とととととととととと
にににににににににに

関関関関関関関関関関
すすすすすすすすすす
るるるるるるるるるる
２２２２２２２２２２４４４４４４４４４４
のののののののののの
メメメメメメメメメメ
ッッッッッッッッッッ
セセセセセセセセセセ
ーーーーーーーーーー
ジジジジジジジジジジ
』』』』』』』』』』

KUBIC２００８開催

一般の部を新設

（６）平成２０年（２００８年）４月１日第 ３５２ 号
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豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊
かかかかかかかかかかか
ななななななななななな
経経経経経経経経経経経
験験験験験験験験験験験
活活活活活活活活活活活
かかかかかかかかかかか
ししししししししししし
ててててててててててて

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
なななななななななななななななななななななな
経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経
験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
しししししししししししししししししししししし
てててててててててててててててててててててて

基基
本本
的的
人人
権権
のの
尊尊
重重
をを
謳謳
うう
日日
本本
国国
憲憲
法法
下下
にに
ああ
っっ
てて
、、

今今
なな
おお
人人
権権
侵侵
害害
事事
案案
はは
後後
をを
絶絶
たた
なな
いい
。。
価価
値値
観観
がが

多多
様様
化化
すす
るる
現現
代代
社社
会会
にに
おお
いい
てて
はは
、、
憲憲
法法
がが
念念
頭頭
にに
おお
いい

てて
いい
るる
公公
権権
力力
にに
よよ
るる
人人
権権
侵侵
害害
のの
みみ
なな
らら
ずず
、、
民民
間間
にに

おお
けけ
るる
人人
権権
侵侵
害害
もも
重重
大大
なな
もも
のの
とと
なな
っっ
てて
いい
るる
。。
ささ
らら

にに
、、
民民
間間
にに
おお
けけ
るる
人人
権権
侵侵
害害
のの
典典
型型
とと
もも
言言
うう
べべ
きき
差差
別別

問問
題題
はは
まま
すす
まま
すす
複複
雑雑
化化
しし
てて
いい
るる
。。
ここ
うう
しし
たた
人人
権権
侵侵
害害

にに
つつ
いい
てて
、、
被被
害害
者者
のの
法法
律律
にに
よよ
るる
救救
済済
にに
つつ
いい
てて
検検
討討
すす

るる
。。講講

師師
のの
康康
氏氏
はは
、、
大大
阪阪
市市
生生
野野
区区
生生
まま
れれ
のの
在在
日日
朝朝
鮮鮮
人人

二二
世世
でで
、、
平平
成成
十十
六六
年年
十十
月月
、、
大大
阪阪
弁弁
護護
士士
会会
にに
弁弁
護護
士士
とと

しし
てて
登登
録録
。。
十十
七七
年年
一一
月月
、、
国国
籍籍
をを
理理
由由
とと
しし
たた
入入
居居
差差
別別

にに
ああ
いい
、、
同同
年年
十十
一一
月月
にに
提提
訴訴
。。
十十
九九
年年
三三
月月
、、
家家
主主
とと
和和

解解
すす
るる
もも
、、
同同
年年
十十
二二
月月
、、
大大
阪阪
市市
にに
敗敗
訴訴
。。
現現
在在
控控
訴訴
中中

でで
ああ
るる
。。

【【
日日
時時
】】
四四
月月
二二
日日
（（
水水
））
十十
三三
時時
三三
十十
分分
〜〜
十十
五五
時時

【【
場場
所所
】】
千千
里里
山山
キキ
ャャ
ンン
パパ
スス

第第
一一
学学
舎舎
一一
号号
館館
千千
里里
ホホ

ーー
ルル

【【
講講
師師
】】
大大
阪阪
法法
律律
セセ
ンン
タタ
ーー
法法
律律
事事
務務
所所

弁弁
護護
士士

康康

由由
美美
氏氏

いい
わわ
ささ
きき
ちち
ひひ
ろろ
のの
絵絵
はは
、、
忘忘
れれ
てて
しし
まま
っっ
てて
いい
たた
幼幼
いい

日日
のの
たた
いい
せせ
つつ
なな
思思
いい
出出
をを
よよ
みみ
がが
ええ
らら
せせ
てて
くく
れれ
るる
。。
花花

とと
たた
わわ
むむ
れれ
るる
子子
供供
たた
ちち
、、
長長
靴靴
をを
はは
きき
、、
傘傘
をを
ささ
しし
たた
雨雨

のの
日日
のの
子子
供供
たた
ちち
、、
大大
きき
なな
麦麦
わわ
らら
帽帽
子子
をを
かか
ぶぶ
っっ
てて
夏夏
のの

海海
辺辺
でで
遊遊
ぶぶ
子子
供供
たた
ちち
。。
大大
人人
がが
大大
切切
にに
守守
らら
なな
いい
とと
一一
瞬瞬

にに
しし
てて
踏踏
みみ
にに
じじ
らら
れれ
てて
しし
まま
うう
、、
ささ
ささ
やや
かか
なな
命命
のの
輝輝
きき

をを
描描
くく
ここ
とと
にに
よよ
っっ
てて
、、
命命
のの
大大
切切
ささ
をを
伝伝
ええ
てて
いい
るる
。。
ちち

ひひ
ろろ
のの
作作
品品
はは
どど
んん
なな
人人
生生
かか
らら
生生
まま
れれ
てて
きき
たた
のの
かか
、、
そそ

ここ
にに
込込
めめ
らら
れれ
たた
思思
いい
はは
何何
なな
のの
かか
なな
どど
をを
、、
作作
品品
やや
図図
像像

をを
映映
しし
なな
がが
らら
たた
どど
っっ
てて
みみ
たた
いい
。。（（
以以
上上
、、
講講
師師
にに
よよ
るる
講講

演演
概概
要要
））

講講
師師
のの
松松
本本
由由
理理
子子
氏氏
はは
、、
いい
わわ
ささ
きき
ちち
ひひ
ろろ
のの
没没
後後
、、

ちち
ひひ
ろろ
のの
長長
男男
松松
本本
猛猛
氏氏
とと
とと
もも
にに
、、
ちち
ひひ
ろろ
美美
術術
館館
建建
設設

にに
取取
りり
組組
みみ
、、
近近
年年
はは
講講
演演
やや
執執
筆筆
活活
動動
をを
通通
しし
、、
ちち
ひひ
ろろ

とと
ちち
ひひ
ろろ
がが
絵絵
にに
託託
しし
たた
思思
いい
をを
語語
りり
続続
けけ
てて
いい
るる
。。
ちち
ひひ

ろろ
美美
術術
館館
・・
東東
京京

副副
館館
長長
。。

【【
日日
時時
】】
四四
月月
二二
日日
（（
水水
））
十十
時時
〜〜
十十
一一
時時
三三
十十
分分

【【
場場
所所
】】
千千
里里
山山
キキ
ャャ
ンン
パパ
スス

第第
一一
学学
舎舎
一一
号号
館館
千千
里里
ホホ

ーー
ルル

【【
講講
師師
】】
ちち
ひひ
ろろ
美美
術術
館館
・・
東東
京京

副副
館館
長長

松松
本本

由由
理理

子子
氏氏

「「
チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
ドド
」」、、
竹竹
中中
ナナ
ミミ
氏氏
（（
ナナ
ミミ
ねね

ぇぇ
））
はは
、、
ささ
まま
ざざ
まま
なな
ハハ
ンン
デデ
ィィ
キキ
ャャ
ッッ
ププ
をを
持持
つつ

人人
のの
ここ
とと
をを
ここ
うう
呼呼
ぶぶ
。。
そそ
しし
てて
、、
ＩＩ
ＴＴ
をを
活活
用用
しし

たた
「「
ユユ
ニニ
ババ
ーー
ササ
ルル
社社
会会
のの
確確
立立
」」
とと
「「
チチ
ャャ
レレ
ンン

ジジ
ドド
をを
納納
税税
者者
にに
」」
をを
目目
標標
にに
、、
社社
会会
福福
祉祉
法法
人人
ププ

ロロ
ッッ
ププ
・・
スス
テテ
ーー
シシ
ョョ
ンン
のの
理理
事事
長長
とと
しし
てて
活活
躍躍
中中

でで
ああ
るる
。。

今今
年年
度度
のの
経経
済済
学学
部部
新新
入入
生生
にに
はは
、、
ナナ
ミミ
ねね
ぇぇ
のの

元元
気気
なな
講講
演演
かか
らら
スス
タタ
ーー
トト
をを
切切
っっ
てて
もも
らら
うう
。。
経経

済済
のの
中中
でで
すす
べべ
てて
のの
人人
がが
何何
らら
かか
のの
役役
割割
とと
誇誇
りり
をを

持持
っっ
てて
活活
動動
でで
きき
るる
社社
会会
をを
めめ
ざざ
しし
てて
活活
動動
をを
続続
けけ

るる
ナナ
ミミ
ねね
ぇぇ
のの
講講
演演
はは
、、
ここ
れれ
かか
らら
経経
済済
学学
をを
学学
ぼぼ

うう
とと
すす
るる
新新
入入
生生
にに
とと
っっ
てて
非非
常常
にに
有有
意意
義義
なな
もも
のの
にに
なな
るる

とと
期期
待待
しし
てて
いい
るる
。。

【【
日日
時時
】】
四四
月月
二二
日日
（（
水水
））
十十
三三
時時
〜〜
十十
四四
時時

【【
場場
所所
】】
千千
里里
山山
キキ
ャャ
ンン
パパ
スス

第第
二二
学学
舎舎
四四
号号
館館
ＢＢ
ＩＩ
ＧＧ

ホホ
ーー
ルル
１１００００

【【
講講
師師
】】
社社
会会
福福
祉祉
法法
人人
ププ
ロロ
ッッ
ププ
・・
スス
テテ
ーー
シシ
ョョ
ンン

理理

事事
長長

社社
会会
保保
障障
国国
民民
会会
議議
委委
員員

竹竹
中中

ナナ
ミミ

氏氏

商商
学学
部部
でで
はは
新新
入入
生生
歓歓
迎迎
行行
事事
のの
一一
環環
とと
しし
てて
、、
熊熊
沢沢
誠誠

氏氏
をを
講講
師師
にに
招招
きき
、、
講講
演演
会会
をを
開開
催催
すす
るる
。。
熊熊
沢沢
氏氏
はは
長長
年年

にに
わわ
たた
りり
、、
諸諸
外外
国国
とと
のの
対対
比比
のの
中中
でで
日日
本本
のの
経経
営営
、、
労労

働働
、、
労労
使使
関関
係係
のの
特特
質質
にに
つつ
いい
てて
研研
究究
をを
進進
めめ
てて
きき
たた
。。
まま

たた
、、
平平
成成
七七
年年
にに
はは
研研
究究
会会
「「
職職
場場
のの
人人
権権
」」
をを
創創
設設
しし
てて

いい
るる
。。

今今
回回
はは
、、
社社
会会
人人
とと
しし
てて
のの
旅旅
立立
ちち
をを
四四
年年
後後
にに
控控
ええ
たた

新新
入入
生生
諸諸
君君
にに
対対
しし
、、
企企
業業
にに
求求
めめ
らら
れれ
るる
働働
きき
方方
をを
見見
すす

ええ
たた
上上
でで
キキ
ャャ
リリ
アア
デデ
ザザ
イイ
ンン
のの
必必
要要
性性
とと
可可
能能
性性
をを
考考
ええ

るる
とと
いい
うう
視視
点点
かか
らら
講講
演演
予予
定定
でで
ああ
るる
。。
商商
学学
部部
でで
はは
、、キキ
ャャ

リリ
アア
セセ
ンン
タタ
ーー
のの
協協
力力
のの
下下
、、
初初
年年
次次
教教
育育
のの
一一
環環
とと
しし
てて

キキ
ャャ
リリ
アア
デデ
ザザ
イイ
ンン
にに
注注
力力
しし
てて
おお
りり
、、
ここ
のの
講講
演演
はは
、、
そそ

うう
しし
たた
取取
りり
組組
みみ
のの
第第
一一
弾弾
でで
もも
ああ
るる
。。

能能
力力
主主
義義
やや
成成
果果
主主
義義
、、
企企
業業
社社
会会
やや「「
会会
社社
人人
間間
」」
とと
いい

っっ
たた
言言
葉葉
をを
しし
ばば
しし
ばば
耳耳
にに
すす
るる
。。今今
回回
のの
講講
演演
でで
はは
、、
組組
織織

やや
集集
団団
にに
おお
けけ
るる
個個
人人
のの
自自
由由
やや
創創
造造
性性
のの
ああ
りり
かか
たた
、、
とと

いい
っっ
たた
問問
題題
にに
つつ
いい
てて
もも
説説
きき
及及
ばば
れれ
るる
ここ
とと
とと
なな
ろろ
うう
。。

【【
日日
時時
】】
四四
月月
一一
日日
（（
火火
））
十十
六六
時時
〜〜
十十
七七
時時

【【
場場
所所
】】
千千
里里
山山
キキ
ャャ
ンン
パパ
スス

第第
二二
学学
舎舎
四四
号号
館館
ＢＢ
ＩＩ
ＧＧ

ホホ
ーー
ルル
１１００００

【【
講講
師師
】】
甲甲
南南
大大
学学
名名
誉誉
教教
授授

熊熊
沢沢

誠誠
氏氏

関
西
大
学
に
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
学
生
と
し
て
最
初
の
第
一
歩
を
歩
み
始
め

る
あ
な
た
に
、
私
た
ち
は
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
期
間
を
設
け
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
サ
ポ

ー
ト
、
講
演
会
や
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
歓
迎
行
事
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
大
学

生
に
な
っ
て
初
心
を
固
め
る
こ
の
時
期
に
、
豊
か
な
出
会
い
を
経
験
し
、
希
望
溢
れ
る
学
生
生

活
を
ス
タ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。
各
学
部
が
、
あ
な
た
の
た
め
に
準
備
し
た
催
し
を
次

に
紹
介
し
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

（
副
学
長

芝
井

敬
司
）

昨
年
の
社
会
学
部
創
立
４０
周
年
記
念
「
Ｓ

ｏ
ｃ
ｉ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ

４０
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
今
年
も
継
続
し
、
そ
の
一
環

と
し
て
入
学
式
終
了
後
の
新
入
生
歓
迎
特
別

行
事
は
、
四
専
攻
そ
れ
ぞ
れ
に
各
界
で
活
躍

し
て
い
る
著
名
人
を
招
い
て
の
講
演
を
予
定

し
て
い
る
。
社
会
学
専
攻
で
は
、
岸
上
伸
啓

氏
（
民
族
博
物
館
教
授
）
に
よ
る
「
イ
ヌ
イ

ッ
ト
研
究
と
私
」（
三
〇
一
教
室
）、
心
理
学

専
攻
で
は
木
下
富
雄
氏
（
京
都
大
学
名
誉
教

授
）
に
よ
る
「
現
実
の
社
会
と
心
理
学
の
接

点
」（
四
三
〇
二
教
室
）、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
専
攻
で
は
桂
小
春
団
冶
氏
（
落
語
家
）
に
よ

る
「
落
語
と
国
際
交
流
」（
ソ
シ
オ
Ａ
Ｖ
大
ホ
ー
ル
）、
そ
し

て
社
会
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
専
攻
で
は
本
学
大
学
院
社
会
学

研
究
科
客
員
教
授
で
前
大
阪
府
知
事
の
太
田
房
江
氏
に
よ
る

「
初
の
女
性
知
事
と
し
て
」（
一
〇
一
教
室
）
の
テ
ー
マ
で
の

講
演
を
予
定
し
て
い
る
。
太
田
氏
の
講
演
に
つ
い
て
は
、
新

入
生
の
父
母
の
ほ
か
、
一
般
市
民
の
聴
講
も
歓
迎
す
る
。

【
日
時
】
四
月
一
日
（
火
）
入
学
式
終
了
後

【
場
所
】
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

第
三
学
舎
各
教
室

地地
球球
温温
暖暖
化化
なな
どど
環環
境境
問問
題題
はは
、、
時時
代代
をを
象象
徴徴
すす
るる
キキ
ーー

ワワ
ーー
ドド
とと
もも
なな
っっ
てて
いい
るる
。。
今今
年年
日日
本本
でで
開開
催催
ささ
れれ
るる
ＧＧ
８８

ササ
ミミ
ッッ
トト
のの
主主
要要
テテ
ーー
ママ
のの
一一
つつ
とと
もも
なな
ろろ
うう
。。
しし
かか
しし
、、

ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
なな
視視
点点
でで
地地
球球
環環
境境
をを
考考
ええ
、、
語語
ろろ
うう
とと
すす
れれ

ばば
すす
るる
ほほ
どど
世世
界界
のの
各各
地地
でで
「「
かか
けけ
がが
ええ
のの
なな
いい
」」
生生
活活
をを

おお
くく
るる
一一
人人
ひひ
とと
りり
のの
姿姿
がが
見見
ええ
にに
くく
くく
なな
りり
、、
とと
もも
すす
れれ

ばば
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
人人
びび
とと
がが
「「
人人
間間
とと
しし
てて
のの
不不
可可
欠欠
のの
必必

要要
性性
」」
とと
しし
てて
抱抱
ええ
るる
固固
有有
のの
問問
題題
がが
忘忘
れれ
らら
れれ
てて
しし
まま
いい

がが
ちち
でで
ああ
るる
。。

人人
類類
的的
課課
題題
でで
もも
ああ
るる
地地
球球
環環
境境
政政
策策
はは
、、
未未
曾曾
有有
のの
国国

際際
「「
格格
差差
」」
社社
会会
のの
なな
かか
でで
「「
私私
たた
ちち
」」
がが
考考
ええ
、、
実実
現現
しし

てて
いい
かか
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。

かか
かか
るる
テテ
ーー
ママ
にに
最最
適適
のの
講講
師師
をを
迎迎
ええ
るる
ここ
とと
がが
でで
きき

たた
。。

【【
日日
時時
】】
四四
月月
三三
日日
（（
木木
））
十十
時時
三三
十十
分分
〜〜
十十
二二
時時

【【
場場
所所
】】
千千
里里
山山
キキ
ャャ
ンン
パパ
スス

第第
一一
学学
舎舎
五五
号号
館館
ＥＥ
四四
〇〇

一一
教教
室室

【【
講講
師師
】】
ＩＩ
ＣＣ
ＴＴ
ＳＳ
ＤＤ
環環
境境
部部
門門
主主
任任
研研
究究
員員

ＭＭ
・・
カカ
ママ

ルル
・・
ゲゲ
イイ
氏氏

人人
にに
会会
っっ
てて
話話
をを
聞聞
きき
、、
そそ
れれ
をを
原原
稿稿
にに
すす
るる
。。
新新
聞聞
記記

者者
時時
代代
かか
らら
二二
十十
年年
もも
そそ
んん
なな
作作
業業
をを
生生
活活
のの
糧糧
にに
しし
てて
きき

たた
がが
、、
ここ
ここ
数数
年年
はは
そそ
のの
仕仕
事事
をを
めめ
ぐぐ
るる
環環
境境
のの
変変
化化
をを
感感

じじ
ざざ
るる
をを
得得
なな
いい
。。

イイ
ンン
タタ
ーー
ネネ
ッッ
トト
のの
普普
及及
にに
よよ
りり
、、
ささ
まま
ざざ
まま
なな
ジジ
ャャ
ンン

ルル
のの
情情
報報
がが
リリ
アア
ルル
タタ
イイ
ムム
でで
流流
れれ
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
、、
そそ
れれ

まま
でで
一一
次次
情情
報報
をを
伝伝
ええ
るる
媒媒
体体
とと
しし
てて
存存
在在
しし
てて
きき
たた
新新
聞聞

もも
、、
追追
随随
すす
るる
かか
たた
ちち
でで
ネネ
ッッ
トト
ニニ
ュュ
ーー
スス
にに
力力
をを
入入
れれ
始始

めめ
てて
いい
るる
。。

だだ
がが
、、
テテ
レレ
ビビ
をを
含含
めめ
たた
多多
くく
のの
メメ
デデ
ィィ
アア
がが
速速
報報
性性
にに

かか
らら
みみ
とと
らら
れれ
るる
なな
かか
、、
私私
たた
ちち
のの
手手
元元
にに
届届
けけ
らら
れれ
るる
情情

報報
のの
多多
くく
はは
画画
一一
化化
ささ
れれ
てて
しし
まま
っっ
たた
。。

新新
聞聞
記記
者者
時時
代代
かか
らら
のの
仕仕
事事
やや
一一
つつ
のの
ノノ
ンン
フフ
ィィ
クク
シシ
ョョ

ンン
作作
品品
をを
書書
きき
上上
げげ
るる
まま
でで
のの
経経
緯緯
をを
振振
りり
返返
りり
なな
がが
らら
、、

「「
書書
くく
」」
現現
場場
のの
変変
化化
、、
今今
のの
時時
代代
にに
伝伝
ええ
るる
べべ
きき
情情
報報
、、

必必
要要
なな
ジジ
ャャ
ーー
ナナ
リリ
ズズ
ムム
にに
つつ
いい
てて
話話
しし
たた
いい
。。

【【
日日
時時
】】
四四
月月
二二
日日
（（
水水
））
十十
三三
時時
〜〜
十十
四四
時時
三三
十十
分分

【【
場場
所所
】】
高高
槻槻
キキ
ャャ
ンン
パパ
スス

ＥＥ
棟棟
情情
報報
メメ
デデ
ィィ
アア
ホホ
ーー
ルル

【【
講講
師師
】】
ノノ
ンン
フフ
ィィ
クク
シシ
ョョ
ンン
作作
家家

城城
島島

充充
氏氏

理
工
系
三
学
部
の
前
身
に
あ
た
る
工
学
部
は
「
人
間
性
の

育
成
と
活
力
・
創
造
性
あ
ふ
れ
る
技
術
者
の
養
成
」
を
教
育

理
念
と
し
、
五
十
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
有
能
な
人
材
を
輩

出
し
て
き
た
。
こ
の
理
念
を
継
承
し
な
が
ら
更
な
る
発
展
を

め
ざ
し
、工
学
部
十
一
学
科
を
改
編
し
、
昨
年
四
月
新
た
に
理

工
系
三
学
部
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
学
部
改
革
に
よ
り
、

コ
ー
ス
制
の
導
入
、
理
学
系
（
数
学
・
物
理
学
）
の
学
科
新

設
、
環
境
・
生
命
系
の
学
問
領
域
の
拡
充
な
ど
多
彩
な
理
工

学
領
域
（
三
学
部
九
学
科
二
十
コ
ー
ス
）
を
確
立
し
た
。
今

後
は
こ
の
充
実
し
た
教
育
体
制
を
基
礎
と
し
、
専
門
的
な
知

識
・
技
術
を
蓄
積
し
て
い
く
体
系
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

な
か
で
優
れ
た
研
究
者
・
技
術
者
を
輩
出
し
て
い
き
た
い
。

新
三
学
部
の
二
期
生
に
あ
た
る
新
入
生
の
み
な
さ
ん
に
、

関
西
大
学
で
の
学
び
を
通
じ
て
大
き
く
育
ち
、
羽
ば
た
い
て

行
っ
て
も
ら
う
た
め
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
企
画

し
た
。
各
学
部
の
若
手
教
員
や
大
学
院
生
、
卒
業
生
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
議
論
が
、
大
学
生
活
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
の
一

助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

【
日
時
】
四
月
一
日
（
火
）
学
部
案
内
終
了
後

【
場
所
】
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

中
央
体
育
館

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

倉
田

純
一
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
准
教
授

橋
寺

知
子
環
境
都
市
工
学
部
准
教
授

青
田

浩
幸
化
学
生
命
工
学
部
准
教
授

番
匠

大
輔
さ
ん
工
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
在
学

西
野

奈
那
さ
ん
工
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
在
学

郷
上

佳
孝
さ
ん
工
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
在
学

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
年
次
生

か
ら
専
門
的
な
資
格
取
得
や
国

家
試
験
合
格
の
実
力
を
養
成
す

る
た
め
の
講
座
を
開
い
て
い
ま

す
。
将
来
の
可
能
性
を
最
大
限

に
広
げ
る
た
め
、
ぜ
ひ
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

レ
ベ
ル
に
合
っ
た
ク
ラ
ス
で
受

講
で
き
る
英
語
講
座

多
く
の
企
業
で
昇
進
要
件
と

さ
れ
る
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
�

と
留
学
に

必
須
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
�

の
各
テ
ス

ト
対
策
コ
ー
ス
で
、
実
力
に
合

っ
た
ク
ラ
ス
を
受
講
し
、
真
の

英
語
力
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

レ
ベ
ル
や
目
的
に
応
じ
た
情
報

処
理
講
座

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
ス
キ
ル
を
習

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
Ｅ
ｘ
ｃ

ｅ
ｌ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
コ
ー
ス

と
、パ
ソ
コ
ン
検
定
４
級
・
３
級

コ
ー
ス
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

め
ざ
す
職
種
ご
と
に
受
講
で
き

る
公
務
員
講
座

「
公
務
員
講
座
」
で
は
行
政

職
公
務
員
を
め
ざ
す
人
の
「
国

�
・
地
方
上
級
対
策
講
座
」「
国

�
対
策
講
座
」、
技
術
系
公
務
員

を
め
ざ
す
人
の
「
技
術
系
対
策

講
座
」「
土
木
職
対
策
講
座
」、

心
理
職
公
務
員
を
め
ざ
す
人
の

「
心
理
職
対
策
講
座
」
の
他

に
、
す
べ
て
の
公
務
員
で
出
題

さ
れ
る
教
養
科
目
の
対
策
と
し

て
「
教
養
対
策
講
座
」
を
開
講

し
て
い
ま
す
。
各
自
の
め
ざ
す

職
種
に
合
っ
た
講
座
を
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

公
認
会
計
士
・
税
理
士
受
験
を

簿
記
検
定
講
座
か
ら
支
援

「
公
認
会
計
士
入
門
講
座
」

で
は
必
須
科
目
の
基
礎
を
学

び
、
難
関
突
破
に
向
け
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
す
。

「
税
理
士
講
座
」
で
は
、
税

理
士
試
験
の
必
須
科
目
で
あ
る

簿
記
論
と
財
務
諸
表
論
を
設

け
、
早
期
合
格
を
め
ざ
し
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
難
関
資

格
を
め
ざ
す
足
が
か
り
と
し
て

「
簿
記
検
定
講
座
」
を
３
級
対

策
コ
ー
ス
か
ら
開
講
し
て
い
ま

す
。

司
法
講
座
で
法
曹
を
め
ざ
す

「
司
法
講
座
」
で
は
、
法
科
大

学
院
入
試
対
策
講
座
、
司
法
書

士
対
策
講
座
を
開
講
。
法
律
家

に
必
要
な
知
識
の
習
得
を
初
歩

か
ら
学
ぶ
知
識
習
得
型
の
講
座

か
ら
、
学
ん
だ
知
識
を
実
践
的

に
活
用
す
る
答
練
型
の
講
座
ま

で
幅
広
く
展
開
し
て
い
ま
す
。

知
的
財
産
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、

弁
理
士
を
め
ざ
す

「
弁
理
士
講
座
」
で
は
、
基

本
的
な
知
識
の
習
得
か
ら
短
答

式
対
策
・
論
文
の
書
き
方
の
基

礎
を
一
通
り
学
び
、

弁
理
士
試
験
合
格
を

め
ざ
し
ま
す
。

高
い
合
格
率
を
誇
る

資
格
試
験
対
策
講
座

「
旅
行
」「
通
関

士
」「
宅
建
」「
社
労

士
」「
色
彩
」「
Ｆ
Ｐ

（
Ａ
Ｆ
Ｐ
＋
２
級
Ｆ

Ｐ
技
能
士
）」な
ど
の

各
種
資
格
試
験
対
策
講
座
を
開

講
し
て
い
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
就
職
も
サ
ポ
ー
ト

「
マ
ス
コ
ミ
試
験
対
策
講

座
」
で
は
、「
新
聞
・
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
」「
出
版
・
広
告
」「
放

送
」の
業
界
別
ク
ラ
ス
に
よ
り
、

マ
ス
コ
ミ
業
界
志
望
者
に
必
要

な
能
力
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

四
月
一
日
（
火
）
は
、
新
関

西
大
学
会
館
南
棟
一
階
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
ロ
ビ
ー
で
受

講
申
込
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
千
里

山
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
（
社
会

学
部
学
舎
内
）、
高
槻
キ
ャ
ン
パ

ス
オ
フ
ィ
ス
、
リ
ー
ド
セ
ン
タ

ー
事
務
室
（
天
六
キ
ャ
ン
パ

ス
）
で
は
随
時
受
講
申
込
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細
は
講

座
案
内
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

「「物物語語をを伝伝ええるるとといいううこことと」」
体体験験的的ノノンンフフィィククシショョンン論論

新新
入入
生生
歓歓
迎迎
特特
別別
行行
事事

「イヌイット研究と私」
「現実の社会と心理学の接点」
「落語と国際交流」
「初の女性知事として」

「「すすべべててのの人人がが
誇誇りりをを持持っってて
生生ききらられれるる社社会会にに」」

「「人人権権侵侵害害にに対対すするる
法法的的救救済済ににつついいてて」」
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新新
入入
生生
にに
期期
待待
すす
るる

――
大大
学学
生生
活活
をを
始始
めめ
るる
にに
ああ
たた
っっ
てて
――

可能性を広げるため
ぜひ活用を

「「いいわわささききちちひひろろがが
教教ええててくくれれたたこことと」」

キキャャリリアアデデザザイインン序序説説
仕仕事事にに赴赴くく若若者者たたちちにに翼翼をを��

「「国国際際環環境境政政策策とと私私たたちち」」

文文文文文文文文文文文文文文文文文文 学学学学学学学学学学学学学学学学学学 部部部部部部部部部部部部部部部部部部
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岩佐　早希さん（社会学部３年次生）

２年次生の５月から始めたテレビ局のアルバイト。
朝３：00起床にもかかわらず、遅刻は一度もない。

課外活動では、関西大学放
送研究会（KBC）に所属し

ています。お昼休みの放送番組
を作っているのですが、担当の
水曜日は、リハーサルや生放送
で大忙しです。今年は、幹部とし
て、渉外部長も務めているため、
ますますがんばらないといけま
せん。

将 来は、アナウ
ンサーなど放

送関係の仕事に就き
たいと考えていま
す。マスコミは、就
職活動が早く始まる

ので、今から本格的にがんばらないとい
けません。まず、手始めに秘書検定や英
語検定など、２級以上の資格を２つとる
ことが目標です。

課外活動や就職活動
など忙しい毎日で

すが、去年の春から始
めているテレビ局での
アルバイトは、卒業ま
で続けるつもりです。

0

618

12

起床�起床�

凜風館で�
友人と食事�
凜風館で�
友人と食事�

帰宅、夕食�帰宅、夕食�

入浴、就寝�入浴、就寝�

授業�授業�12：10

図書館で�
司法試験の勉強�

13：00

18：10

21：30

23：00
24：00

26：00

6：30

７：30

大学到着、授業が�
始まるまで法律の勉強�

8：30

9：00

簡単に食事を�
取って大学へ�

講座の復習。わから
なかったことはそのはその
日のうちに解決�

講座の復習。わから
なかったことはその
日のうちに解決�

エクステンション・�
リードセンターの講座を受講�
エクステンション・�
リードセンターの講座を受講�

関大前の駅で、友達と今
日の講座でわからない
ところなどを話し合う�

関大前の駅で、友達と今
日の講座でわからない
ところなどを話し合う�

宿谷　昌広さん（法学部３年次生）

法曹をめざしたのは、中学生のとき、弁護士の
親戚から聞いた話がきっかけでした。寝る時

間もないほど、忙しい仕事だけれど、自分の専門的
な知識を使って人を助けることができる魅力的な職
業だと聞かされ漠然とめざすようになりました。
大学生になって、勉強の仕方やポイントを知るた

めに、大学の授業と並行して、エクステンション・リードセンターの司法講座を受講して
います。早い段階で法律の基本的な科目を体系的に学べたことはもちろん、同志といえる
友人を得ることができました。また、チューター制度が充実していて、受験生と近い視点
を持った先輩たちの指導を受けることができるのも魅力です。

い い声してるね」と友人に誉められたこと
がきっかけで、放送やマスコミに興味を

持ちました。高校では、放送部に所属して、校
内放送はもちろん、テレビドキュメントやラジ
オドキュメントを制作して、全国大会で入賞し
たこともあります。自分たちでアイデアを出し

て、テーマを決めて、実際の取材では、ビデオテープ30本、
ＭＤ100枚もの記録を取ることも。
その延長で、大学は社会学部マス・コミュニケーション学専

攻に進学しました。いろいろな勉強をして知識を得ることで、
“あこがれ”として一面的な見方をしていた「マスコミ」に対
して、いろいろな方向から見る観点を養うことができます。

司法試験は、すごく難しい試験ですが、到達点ではない
と思います。エベレスト登山で言えば、5合目ぐらい。

法律知識という装備をしっかり準備して、その先に続く、
司法修習、実務という山道を登っていくイメージです。
将来は、法曹の中でも弁護士をめざしています。いつか

独立して、自分の事務所を構えたいですね。

くじけそうな時も

同じ法曹をめざす友人は、勉強の悩みを共有し、お互いの状況を理解しあえる心
の支えです。ちょっとさぼり気味の日々を過ごしているときも、友人のがんば

りを見て持ち直したり、先輩や親、リードセンターのスタッフからも日々気に掛けて
もらい、声を掛けてもらえるので、一人ぼっちじゃないということを実感して、また、
がんばることができます。

テレビ局で�
アルバイト�

授業�
授業�

授業�

ＫＢＣ、定例会�
帰宅�

入浴、就寝�

ＫＢＣ、生放送�

テレビ局で�
アルバイト�

授業�
授業�

授業�

３：００�

9：００�

10：40

13：００�

16：20

ＫＢＣ、定例会�
18：00

帰宅�

入浴、就寝�
23：00

4：30

３：45

ＫＢＣ、お昼休みの�
放送のリハーサル�

ＫＢＣ、生放送�

0

618

12

12：10

21：00

起床、シャワーで�
目を覚ます�

身支度をして、
迎えのタクシ
ーに乗り込む�

身支度をして、
迎えのタクシ
ーに乗り込む�

夏休み中、ほぼ毎日チューターの指導を受けていたときは、
帰宅後の復習を朝の４：００近くまで行っていた。

「

手作りノートや
参考書

予定でいっぱいの
スケジュール帳

授業、
クラブ

、アル

バイト
…いつ

も予

定がい
っぱい

。どれ

もやり
たいこ

とだ

から睡
眠時間

４時

間でも
平気で

す。�

司法試験合格は５合目。同じ目標を持つ仲間がいれば、がんばれる!!�

が ん ば る ! !

こ れ が 私 の 過 ご し 方
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花
粉
症
の
者
に
と
っ
て
大

変
辛
い
季
節
で
あ
る
。
こ
の

二
十
年
間
で
花
粉
症
患
者
が

急
増
し
た
理
由
と
し
て
、「
過

剰
な
ス
ギ
植
林
や
イ
ネ
科
植

物
の
道
路
植
栽
」、「
環
境
や

食
生
活
の
変
化
に
よ
る
体
質

変
化
と
環
境
適
応
能
力
の
低

下
」、「
大
気
汚
染
や
ス
ト
レ

ス
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
症

状
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

急
速
に
発
展
し
過
ぎ
た
現

代
社
会
に
と
っ
て
、
根
本
的

な
解
決
を
迫
ら
れ
る
問
題
で

あ
る
と
思
う
。
た
だ
個
人
的

に
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新

学
期
の
講
義
で
受
講
生
に
迷

惑
を
掛
け
な
い
こ
と
が
最
重

要
課
題
で
あ
り
、
対
症
療
法

を
繰
り
返
す
毎
日
が
続
い
て

い
る
。

今
月
号
は
、
新
年
度
の
各

種
案
内
と
新
入
生
向
け
の
特

集
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。

新
入
生
の
み
な
さ
ん
が
一
日

も
早
く
関
西
大
学
に
慣
れ
て

有
意
義
な
学
生
生
活
を
送
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

（
林

武
文
）

�編集後記�
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